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１１

勝利を信じて！
（９/１４ 野木中学校運動会）



　今年も町内の各小中学校
にて大運動会が開催されま
した。児童・生徒のみなさ
んは、家族や地域の方々の
熱い声援を受けながら、日
ごろの練習の成果を存分に
発揮していました。

みんなが主役の運動会 !!

野木第二中学校

野木小学校

５/25　野木小学校
　　  　新橋小学校
６/  8   野木第二中学校
９/14   野木中学校
９/21   友沼小学校
　　　  佐川野小学校
　　　  南赤塚小学校

新橋小学校



佐川野小学校

野木中学校友沼小学校

南赤塚小学校
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国際交流を通して
野木町中学生海外（ニュージーランド）派遣報告

　町では、一昨年より、早期英語教育の推進のために、そして生徒たちの英語力の向上及
び国際理解、さらには国際人の基礎を養うために、中学生海外派遣事業を実施しており、
今年度は中学２年生８名を８月 18日から 25日までの８日間、ニュージーランドのハミル
トン市へ派遣しました。
　派遣中、８名の派遣団生徒が体験したり感じたりしたことなどを紹介します。

▼８月１８日
　ニュージーランド、オークラ
　ンド空港に向けて出発
▼８月１９日
　マウントイーデン、スカイタ
　ワー見学後、ハミルトン市へ
　向かい、ハミルトン市役所訪
　問後、ホストファミリーと対
　面しホームステイへ スカイタワーからオークランドを望む

【派遣スケジュール】
▼８月２０日～２３日
　フェアフィールドインター
　ミディエイトスクールでの
　学校生活
▼８月２４日
　オークランド見学
　博物館・市内散策
▼８月２５日
　帰国

【海外派遣事業の展示発表】

　11月15日（金）～29日（金）
　公民館にて展示します。

野木中学校
渡
わた

辺
なべ

　咲
さく

蘭
ら

野木中学校
大
おお

倉
くら

　　歩
あゆみ

　

野木中学校
井
い

本
もと

　帆
ほ

波
なみ

野木中学校
青
あお

木
き

　心
こ

春
はる

　

　

　海外派遣事業を通し

て、 積極的に行動するこ

との大切さを学びました。

現地の方々が進んで話

しかけてくれたおかげで、

私は楽しく生活を送るこ

とができました。 現地の

方々を見習い、 これから

は何事にも進んで行動し

ていきたいと思います。

　海外派遣事業を通し

て、 英語は国によって異

なることを知りました。 現

地の方々と話す中で、 私

が学校で習っている英語

と発音が違うということに

気づきました。 これから

は、 様々な国の英語にも

目を向けていきたいです。

　私は現地の方々とコミュ

ニケーションをとれるのか

最初は不安でした。 しか

し、知っている単語やジェ

スチャーを使い、 自分の

言いたいことを伝えること

ができました。 将来、 外

国をまた訪ね、 さらに自

分の英語力を高めていき

たいと思います。

問こども教育課　撒（57）4182

　ニュージーランドと日本

の文化の違いを現地研

修を通して実感すること

ができました。 ハカはとて

も迫力があり感動的でし

た。 現地の方々は、 マ

オリの文化である歌や踊

りなどを大切にしていまし

た。 私も日本の文化に誇

りをもち大切にしていきた

いです。
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野木第二中学校
日
ひ

野
の

　花
か

奏
なで

野木第二中学校
鈴
すず

木
き

　春
はる

菜
な

野木第二中学校
大
おお

原
はら

　明
あ

日
す

香
か

野木第二中学校
秋
あき

元
もと

　唯
ゆい

斗
と

　海外派遣事業を通し

て、 現地の文化や生活

について学ぶことができ

ました。 特に、 ハカをは

じめとするマオリの文化を

大切にしていることが分

かりました。 マオリの文化

と日本の文化の違いを周

りの人に紹介していきたい

です。

　ニュージーランドの文

化は日本の文化と多くの

点で異なることを学ぶこと

ができました。ニュージー

ランドの文化の素晴らしさ

を知ってもらえるよう、 多

くの方に伝えていきたいで

す。 また、 この経験で得

たことを将来に生かして

いきたいと思います。

　ニュージーランドには、

様々な国の人が互いの

文化を尊重して生活して

います。 そのことを知り、

私は平等な世界を感じる

とともに、 改めてその大

切さを学びました。 平等

な世界に貢献できるよう、

私も周りの人の個性を認

めていきたいです。

　現地での研修を通して、

個性を尊重することの大

切さを学びました。ニュー

ジーランドにはたくさんの

移民がいますが、 ニュー

ジーランドの人々は互い

に個性を尊重していまし

た。 私も、 自分の周りの

人の個性を尊重し、 人と

して大きく成長していきた

いです。
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野木町が重点的に進めている施策
この１年、

についてお知らせします問政策課　撒（57）4216

安
全・安
心
の
ま
ち
づ
く
り

●
全
町
避
難
訓
練
事
業

　

10
月
６
日（
日
）に
全
町
民
の
皆
様

を
対
象
と
し
て
、
全
町
避
難
訓
練
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
関
係
者
を
含
め
て
約

３
７
０
０
名
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
台
風
に
よ
る
豪
雨
災
害
を

想
定
し
、
自
身
の
避
難
行
動
に
つ
い

て
の
確
認
や
災
害
に
対
す
る
防
災
意

識
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

●
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　

災
害
の
発
生
又
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
、
町
民
の
皆
様
へ
災

害
情
報
の
提
供
及
び
避
難
勧
告
・
指

示
等
の
伝
達
手
段
と
し
て
防
災
行
政

無
線
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

に
お
い
て
は
、
川
田
地
区
に
拡
声
子

局
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

●
逆
川
排
水
機
場
耐
震
補
強
事
業

　

逆
川
排
水
機
場
は
昭
和
61
年
度
に

完
成
し
て
か
ら
33
年
経
過
し
て
お
り
、

耐
震
設
計
が
現
在
の
基
準
と
整
合
し

て
い
な
い
た
め
、
耐
震
補
強
工
事
の

設
計
を
行
い
ま
す
。

　

減
災
対
策
を
強
化
し
、
有
事
へ
の

備
え
と
し
て
機
能
確
保
を
図
り
ま
す
。

●
一
級
幹
線
５
号
線（
川
西
）改
良
事
業

　

川
西
地
区
に
水
防
拠
点
を
整
備
す

る
た
め
の
測
量
が
完
了
し
ま
し
た
の

で
、
今
年
度
は
用
地
取
得
・
設
計
を

行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
整
備
に
向
け

た
国
と
の
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
一
級
幹
線
５
号
線（
若
林
）改
良
事
業

　

野
木
中
学
校
の
北
側
か
ら
新
幹
線

へ
向
か
う
道
路（
大
字
若
林
地
内
の

Ｓ
字
カ
ー
ブ
付
近
）
の
拡
幅
、
歩
道

整
備
を
行
い
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き

続
き
舗
装
や
側
溝
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
二
級
幹
線
４
号
線（
第
一
松
原
踏

　

切
）改
良
事
業

　

第
一
松
原
踏
切
の
歩
道
設
置
や
周

辺
道
路
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
来
年
度
の
完
成
に

向
け
て
、
踏
切
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

　

電
話
で
の
ご
予
約
で
、
野
木
町
内

の
「
ど
こ
か
ら
」「
ど
こ
へ
で
も
」
お

迎
え
、
お
送
り
す
る
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
キ
ラ
輪
号
」
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
方
か
ら
の
ご
意
見
を

も
と
に
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
快

適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
全
般
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
図
り
ま
す
。

●
新
４
号
国
道
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

　

事
業

　

古
河
市
と
協
定
を
結
び
、
早
期
完

成
を
目
指
し
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
度
も
用
地
が
取
得
で
き

た
と
こ
ろ
か
ら
工
事
を
行
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
対
策

●
野
木
町
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

　

「
野
木
町
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ひ
ま
わ
り
館
」
は
、
本
年
４
月

よ
り
本
格
稼
働
と
な
り
ま
し
た
。　

　

ひ
ま
わ
り
館
は
、
健
康
・
福
祉
・

介
護
・
子
育
て
・
障
が
い
・
生
活
困

窮
な
ど
で
心
配
な
こ
と
や
困
り
ご
と

を
相
談
で
き
る
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

社
会
福
祉
士
や
保
健
師
、
生
活
困
窮

者
自
立
相
談
支
援
員
等
の
専
門
職
員

が
皆
様
の
ご
相
談
に
対
応
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
気
軽
に
集
え
る「
ひ
ま
わ

り
カ
フ
ェ
」
や
、
親
子
で
楽
し
め
る

「
子
育
て
支
援
室
」、
健
康
づ
く
り
が

出
来
る「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
コ
ー
ナ
ー
」

な
ど
の
施
設
を
備
え
、
生
き
が
い
づ

く
り
や
多
世
代
間
交
流
の
場
の
提
供

や
、
地
域
で
ひ
ま
わ
り
館
と
と
も
に

活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
人
材
育

成
を
目
的
と
し
た
講
座
等
も
開
催
し

て
い
き
ま
す
。
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この１年、町が重点的に進めている施策

●
奨
学
金
事
業

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
経
済

的
に
就
学
困
難
な
学
生
の
大
学
等
へ

の
進
学
を
後
押
し
し
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
返
済
義
務
の
な
い
給
付

型
奨
学
金
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
各
小
学
校
屋
内
運
動
場
ト
イ
レ
改

　

修
事
業

　

避
難
所
で
あ
る
各
小
学
校
屋
内
運

動
場
の
ト
イ
レ
を
男
女
１
箇
所
ず
つ

洋
式
化
し
ま
す
。

●
佐
川
野
小
学
校
・
新
橋
小
学
校
・
野

　

木
第
二
中
学
校
校
舎
ト
イ
レ
改
修

　

事
業

　

本
年
度
は
、
校
舎
内
の
ト
イ
レ
を

洋
式
化
す
る
改
修
工
事
の
実
施
設
計

を
行
い
ま
す
。

●
野
木
第
二
中
学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

棟
新
築
事
業

　

教
育
環
境
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

推
進
す
る
た
め
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟

を
新
設
す
る
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

〈 

子
育
て
支
援 

〉

●
出
産
祝
金
支
給
事
業

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
誕
生
を

祝
う
と
と
も
に
、
健
や
か
な
成
長
を

願
い
、
子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
27

年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子

様
の
保
護
者
に
対
し
、
出
産
祝
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。（
支
給
要
件
あ

り
）

●
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
に

対
す
る
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
15
歳
ま
で
の
子
ど
も

が
県
内
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場

合
は
窓
口
負
担
が
０
円
と
な
る
現
物

給
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
第
３
子
以
降
小
中
学
校
等
入
学
祝
金
事
業

　

小
中
学
校
等
へ
入
学
す
る
第
３
子

以
降
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
、
児

童
生
徒
の
健
全
な
育
成
と
町
の
活
性

化
に
資
す
る
た
め
入
学
祝
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

●
産
婦
健
康
診
査
費
助
成
事
業

　

産
前
産
後
の
お
母
さ
ん
は
赤
ち
ゃ

ん
中
心
の
生
活
リ
ズ
ム
に
な
っ
た
り
、

体
調
も
大
き
く
変
わ
る
な
ど
、妊
娠
・

出
産
・
育
児
に
よ
り
家
族
の
生
活
環

境
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
精
神
的

に
も
不
安
定
に
な
り
や
す
い
、
産
後

間
も
な
い
時
期
の
健
康
保
持
や
産
後

う
つ
病
の
予
防
等
、
産
後
の
切
れ
目

な
い
支
援
の
た
め
に
、
本
年
４
月
１

日
か
ら
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

〈 

学
校
教
育 

〉

●
英
語
教
育
の
充
実
事
業

・
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）を
全

　

小
中
学
校
７
校
に
配
置
し
て
い
ま

　

す
。
幼
児
期
か
ら
の
英
語
力
向
上

　

を
図
る
た
め
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
幼
稚
園
、

　

保
育
園
に
派
遣
し
授
業
を
行
っ
て

　

い
ま
す
。
更
に
、
公
民
館
で
町
民

　

向
け
講
座
等
も
開
催
し
ま
す
。

・
野
木
町
の
小
中
学
校
に
在
籍
し
て

　

い
る
児
童
生
徒
の
英
語
力
及
び
学

　

習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

　

的
に
、
英
語
検
定
３
級
の
検
定
料

　

の
半
額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
現
地
校
と
の
交

　

流
を
通
じ
て
、
語
学
力
の
向
上
と
、

　

国
際
感
覚
を
身
に
付
け
、
異
文
化

　

理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
世
界
で

　

活
躍
で
き
る
豊
か
な
人
間
性
と
創

　

造
性
を
持
っ
た
青
少
年
を
育
成
す

　

る
た
め
に
、
中
学
生
を
海
外
に
派

　

遣
し
て
い
ま
す
。

●
児
童
生
徒
支
援
・
教
育
相
談
事
業
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

に
適
切
に
対
応
し「
多
様
な
学
び
の

保
証
」
を
確
立
す
る
た
め
、
学
習
指

導
支
援
等
を
お
こ
な
う
非
常
勤
講
師

を
町
独
自
で
各
学
校
に
配
置
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
も
配
置
し
、
各
小
中
学
校
で

巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●「
読
書
の
ま
ち
」推
進
事
業

　

学
校
図
書
館
司
書
の
全
校
配
置
を

生
か
し
、「
読
書
の
ま
ち
」に
ふ
さ
わ

し
い
子
ど
も
の
読
書
推
進
活
動
の
た

め
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
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必
要
な
方
や
、
災
害
時
に
支
援
が
必

要
と
な
る
方
を
地
域
で
支
え
る
た
め

の
事
業
で
す
。
前
述
の
よ
う
な
要
配

慮
者
の
方
と
同
時
に
、
支
援
協
力
員

へ
の
登
録
を
推
進
し
、
地
域
ぐ
る
み

の
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
体
制
を
整

え
て
い
き
ま
す
。

●
健
診
事
業

　

定
期
的
な
健
診
は
、
自
分
の
健
康

状
態
を
知
り
、
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
た
め
に
と
て
も
重
要
で

あ
り
、
町
で
は
毎
年
、
生
活
習
慣
病

健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん

健
診
の
自
己
負
担
額
を
無
料
に
し
ま

し
た
。

町
の
活
性
化
策

〈 

市
・
町
間
連
携 

〉

●
近
隣
自
治
体
と
の
広
域
的
連
携
の

　

推
進

　

野
木
町
で
は
、「
小
山
地
区
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
」
に
参
画
す
る
小

山
市
・
下
野
市
・
結
城
市
や
、「
関

東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
会
議
」
に

加
盟
す
る
古
河
市
・
加
須
市
・
栃
木

市
・
小
山
市
・
板
倉
町
な
ど
、
隣
接

す
る
自
治
体
と
各
種
協
定
を
結
び
、

自
治
体
の
合
併
に
よ
ら
な
い
広
域
的

な
連
携
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
公
共

〈 

健
康
・
高
齢
者
福
祉 

〉

●
軽
度
生
活
援
助
事
業

　

ひ
と
り
暮
ら
し
等
で
日
常
生
活
に

不
便
を
感
じ
て
い
る
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
方
を
対
象
に
、
室
内
清
掃
や

洗
濯
な
ど
の
生
活
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
高
齢
者
通
院
時
タ
ク
シ
ー
等
利
用

　

助
成
事
業

　

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
を
対
象

に
、
町
外
の
医
療
機
関
へ
通
院
す
る

場
合
、
自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま
で
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
た
時
の
利
用
料
金

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、

各
種
講
習
会
、
教
室
等
を
開
催
し
て

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

参
加
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
関
東
・
全
国
大
会
等
の
出
場

者
へ
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●
安
全
安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

事
業

　

高
齢
の
一
人
暮
ら
し
や
、
障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
日
常
で
の
見
守
り
が

交
通
や
公
共
施
設
の
利
便
性
向
上
、

各
種
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充
実

と
深
化
を
目
指
し
て
様
々
な
分
野
に

お
い
て
協
議
を
進
め
て
お
り
、
今
後

も
構
成
自
治
体
全
体
で
の
機
能
性
向

上
や
地
域
の
活
性
化
、
よ
り
効
率
的

な
行
政
運
営
な
ど
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

〈 

移
住
・
定
住
策 

〉

●
定
住
促
進
補
助
事
業

　

平
成
27
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と

し
て
、
野
木
町
に
新
た
に
住
宅
を
取

得
さ
れ
た
方
に「
野
木
町
定
住
促
進

補
助
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
町
内
の
空
家
等
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
移
住
定
住
の
促

進
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た

「
空
き
家
バ
ン
ク
」も
本
格
運
用
を
開

始
す
る
と
共
に
、
移
住
に
必
要
な
情

報
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た「
野

木
町 

移
住
ナ
ビ
」を
開
設
し
、
移
住

者
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
進
め
て
い
ま
す
。

〈 

自
然
環
境
保
全 

〉

●
元
気
な
森
づ
く
り
推
進
事
業

　

平
成
20
年
度
か
ら「
と
ち
ぎ
の
元

気
な
森
づ
く
り
県
民
税
」を
活
用
し
、

町
内
の
平
地
林
の
保
護
や
通
学
路
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
平
地
林
の

枝
お
ろ
し
や
下
草
刈
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
は
２
．
77
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

〈 

農
業
振
興 

〉

●
水
稲
種
子
代
補
助
事
業

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
そ

の
中
で
生
産
面
積
が
一
番
多
い
水
稲

に
つ
い
て
、
担
い
手
の
生
産
意
欲
向

上
と
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た

め
、
集
落
営
農
組
合
等
に
対
し
て
水

稲
の
種
子
代
補
助
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

●
中
谷
地
区
土
地
改
良
事
業
調
査
計
画

　

効
率
的
・
効
果
的
に
経
営
体（
担

い
手
）
を
育
成
し
、
農
地
の
集
積
及

び
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
圃
場

（
農
地
）整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
基
礎
調
査
と
し
て
現
況

施
設
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
本
年
度

は
計
画
平
面
図
や
計
画
概
要
書
を
作

成
、
令
和
２
年
度
に
土
地
改
良
事
業

計
画
を
樹
立
す
る
予
定
で
す
。

↑野木町　移住ナビ
  ＱＲコード
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●
野
木
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業

　

町
な
ら
で
は
の
優
れ
た
魅
力
が
あ

る
製
品
な
ど
の
付
加
価
値
向
上
と
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
野
木
ブ
ラ

ン
ド
認
定
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

３
月
よ
り
「
ほ
う
じ
と
さ
ん
ち
の
パ

セ
リ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」と「
ほ
う
じ
と

さ
ん
ち
の
ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ
ピ
ク

ル
ス
」
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、
現
在

17
品
が
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

〈 

文
化
振
興 

〉

●
文
化
会
館
自
主
事
業

　

落
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ひ
ま
わ
り

亭
、
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
中
学
生
音
楽
祭
、

秋
の
ピ
ア
ノ
ト
ラ
イ
ア
ル
、
八
神
純

子
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
文
化
会
館
の
特
性
を
活
か

し
た
コ
ン
サ
ー
ト
、
発
表
会
な
ど
多

く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
、
ご
利
用
い

た
だ
け
る「
鑑
賞
・
体
験
事
業
」を
開

催
し
ま
す
。

●
農
業
次
世
代
人
材
支
援
事
業

　

農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
が

進
展
す
る
中
、
次
世
代
の
農
業
を
担

う
新
規
就
農
者
に
対
し
て
、
就
農
後

必
要
と
な
る
費
用
の
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

〈 

産
業
振
興 
〉

●
野
木
町
産
業
祭
事
業

　

町
民
の
方
々
へ
の
紹
介
を
通
し
て

農
業
・
商
業
・
工
業
の
調
和
が
と
れ

た
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
各
部
会
が

中
心
と
な
り
産
業
祭
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
農
業
の
部
は
町
内
農
家
に
よ

る
農
産
物
の
品
評
及
び
農
産
物
の
即

売
や
地
元
農
産
物
を
使
用
し
た
ふ
る

さ
と
鍋
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
商
業

の
部
は
町
商
工
会
会
員
店
舗
に
よ
る

即
売
会
や
町
内
店
舗
及
び
各
種
団
体

に
よ
る
模
擬
店
の
実
施
、
工
業
の
部

は
町
内
工
場
に
よ
る
製
品
展
示
及
び

商
品
販
売
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、

新
米
や
堆
肥
及
び
苗
木
の
無
料
配
布

も
行
い
ま
す
。

〈 

観
光
振
興 

〉

●
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　

夏
の
「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」や
冬
の「
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」な
ど
、
１
年
を
通
じ
て
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

●
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

　

昨
年
度
に
続
き
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
ア
フ
タ
ー
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
誘
客
事
業
と
し
て
、
５
月
18

日
・
19
日
に
野
木
町
煉
瓦
窯
に
お
い

て「
野
木
町
煉
瓦
窯
３
周
年
感
謝
祭
」

を
開
催
し
ま
し
た
。今
年
度
は
、カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
約
１
万
本
の
花
び
ら
や

茎
を
使
用
し
、「
町
の
鳥
ふ
く
ろ
う
」

の
花
絵
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の

御
協
力
を
い
た
だ
い
て
作
成
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
招
福
の
ま
ち　

野
木
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
実
施
し
、
町
内

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
を

巡
っ
て
野
木
町
の
魅
力
を
満
喫
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
野
木

町
煉
瓦
窯
を
観
光
拠
点
と
し
て
利
活

用
し
な
が
ら
町
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
　

●
交
流
セ
ン
タ
ー
講
座
等
開
催
事
業

　

交
流
セ
ン
タ
ー（
野
木
ホ
フ
マ
ン

館
）
は
、
観
光
と
学
習
・
地
域
振
興

の
拠
点
施
設
と
し
て
平
成
28
年
５
月

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら

町
観
光
協
会
や
た
く
さ
ん
の
方
々
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
今
年
５
月
に
は

３
周
年
感
謝
祭
を
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開
館
以
来
、

来
館
者
数
が
20
万
人
に
達
し
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
野
木
町
煉
瓦
窯
」と
交
流

セ
ン
タ
ー
に
整
備
し
ま
し
た
石
窯
な

ど
の「
体
験
学
習
施
設
」を
活
用
し
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
世
代
や
地
域
を

越
え
た
交
流
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
野
木
町

煉
瓦
窯
や
渡
良
瀬
遊
水
地
の
自
然
な

ど
魅
力
あ
る
歴
史
・
自
然
環
境
の
中

で
、
今
後
も
よ
り
多
く
の
方
が
参
加

し
や
す
い
講
座
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

お
子
様
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
誰
も

が
気
軽
に
学
習
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
元

気
創
出
、
地
域
創
生
に
寄
与
で
き
る

施
設
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

この１年、町が重点的に進めている施策
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煙児童保育事業 ５億３，４１９万円

煙自立支援給付事業 ４億９，０９５万円

煙児童手当給付事業 ３億７，７２９万円

煙小山広域保健衛生組合負担金 ２億６，４４３万円

煙常備消防事務委託事業 ２億１，９６１万円

煙ごみ収集事業 １億  ６２７万円

煙こども医療費助成事業 ９，２３４万円

煙学童保育事業 ９，２２９万円

煙予防接種事業 ５，６３９万円

煙企業誘致奨励金事業 ５，３７３万円

主な事業の決算（一般会計）

平成３１年３月３１日住基人口２５，６１２人より計算

１人当たりが
負担する町税

町民税
６９，０４１円

固定資産税
６８，７３５円

町たばこ税
６，１８２円

軽自動車税
２，２１１円

１人当たりに
使われるお金

民生費
１０５，６５５円

教育費
３６，１７１円

土木費
３３，６７８円

総務費・衛生費・公債費　他
１２０，０８５円

一般会計決算額の推移

　９月に開かれた町議会定例会で、平成３０年度各会計の決算が審議され、認定されま
した。
　一般会計の決算額は、歳入が７８億７，９６３万１，５１１円、歳出が７５億７，０６１万９３円となり、
歳入歳出差引額は３億９０２万１，４１８円となりました。
　このうち１億５，０００万円を財政調整基金に繰り入れし、１億５，９０２万１，４１８円を翌年度
へ繰り越しました。
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公債現在高基金現在高 平成３０年度末現在平成３０年度末現在

事 業 債 名 金 額 増減率（％）
一 般 会 計 事 業 債 ６６億６，１０４万円 △０．２
農業集落排水事業債 ２億８，７５０万円 △７．６
下 水 道 事 業 債 ４０億　９２７万円 △２．９
町 営 墓 地 事 業 債 ５，０２１万円 △１１．１
水 道 事 業 債 ８億４，６２０万円 △０．９

合 計 １１８億５，４２２万円 △１．４

基 金 名 金 額 増減率（％）

財 政 調 整 基 金 ６億９，２９０万円 ３５．５

公 共 施 設 整 備 基 金 ３億６，６５９万円 △１２．０

義 務 教 育 施 設 整 備 基 金 ９，４０１万円 △４５．７

減 債 基 金 １億１，３２１万円 ０．０

ま ち づ く り 基 金 １億０，３６１万円 ０．０

災 害 基 金 ０，９６０万円 １．１

地 域 福 祉 基 金 ５，６４３万円 △５５．４

土 地 開 発 基 金 １億２，０１２万円 △４０．０

介 護 保 険 給 付 費 準 備 基 金 １億６，２４３万円 ５３．５

重 要 文 化 財 野 木 町
煉 瓦 窯 保 存 基 金 ５５９万円 １７．９

一 般 旅 券 印 紙 等 購 買 基 金 ２００万円 ０．０

国民健康保険財政調整基金 ２億３，５７６万円 ５６５．０

平成３０年度 野木町   決算報告　

問政策課　撒（57）4208

財産現在高 平成３０年度末現在

区 分 土 地（ ㎡ ） 建 物（ ㎡ ）

行政財産
本 庁 舎 ２４，３０６.９４ ５，２１３.２６
警察(消防)施設 ３，３０８.５２ １，０５５.０８
そ の 他 の 施 設 ４，８８９.７０ ４５８.５４

公共用
財産

学 校 ２１３，５２５.１４ ４７，３９６.７２
公 営 住 宅 ２，０８４.００ ４９８.３６
公 園 ２７９，８９１.３１ ４４７.９９
児 童 館 ２，９０７.７０ １，０３７.３４
そ の 他 の 施 設 ２２３，２２６.１２ ２０，７２８.８７

普通財産 １１８，１６７.８１ １，１３４.２４
合 計 ８７２，３０７.２４ ７７，９７０.４０
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公営企業会計（消費税含）

特別会計

会 計 名 歳 入 歳 出 差 引

公 益 目 的 事 業 会 計 １億   １７９万円 ９，９３２万円 ２４７万円

収 益 事 業 等 会 計 １，０７０万円 ８８５万円 １８５万円

法 人 会 計 １，０６５万円 １，３００万円 △２３５万円

総 合 計 １億２，３１４万円 １億２，１１７万円 １９７万円

事 業 名 歳 入 歳 出 差 引
国 民 健 康 保 険 ２８億５，８６９万円 ２８億３，２５９万円 ２，６１０万円

介 護 保 険 ２０億２，７１９万円 １９億６，３４７万円 ６，３７２万円

後 期 高 齢 者 医 療 ２億９，４１４万円 ２億９，１２７万円 ２８７万円

農 業 集 落 排 水 事 業 ６，１８５万円 ５，７７３万円 ４１２万円

公 共 下 水 道 事 業 ７億６，１１９万円 ７億４，７８５万円 １，３３４万円

町 営 墓 地 事 業 ４，６４１万円 ２，０１４万円 ２，６２７万円

野木東工業団地周辺開発事業 ６百円 ６百円 ０円

国民健康保険税負担額

および給付状況

区 分 保 険 税 負 担 額 保 険 給 付 額

１ 人 当 た り
一 般 被 保 険 者 ７４，４４２円 ２７３，８３０円
退職被保険者等 ５２，３６８円 ２０４，３１２円

１ 世 帯 当 た り
一 般 被 保 険 者 １２３，４９０円 ４５４，２５０円
退 職 被 保 険 者 １１４，５５５円 ４４６，９３４円

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する１億 2,434 万円は、当年度分損益勘定留保
　資金１億 1,725 万円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 709 万円で補て
　んしました。

（公財）施設振興事業団

平成３０年度　特別会計・企業会計等決算状況

水 道 事 業 歳 入 歳 出 差 引

収 益 的 収 支 ３億９，４６４万円 ３億４，２０３万円 ５，２６１万円

資 本 的 収 支 ５，３２３万円 １億７，７５７万円 △１億２，４３４万円
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公債現在高

財産現在高

基金現在高 令和元年９月３０日現在
事 業 債 名 金 額 増減率（％）

一 般 会 計 事 業 債 ６３億７，９６６万円 △０．２
農業集落排水事業債 ２億７，４２１万円 △８．１
下 水 道 事 業 債 ３８億６，２０４万円 △３．２
町 営 墓 地 事 業 債 ４，６９１万円 △１２．３
水 道 事 業 債 ８億１，７０７万円 △１．０

合 計 １１３億７，９８９万円 △１．６

区 分 土 地（ ㎡ ） 建 物（ ㎡ ）

行政財産
本 庁 舎 ２４，３０６．９４ ５，２１３．２６
警察(消防)施設 ３，３０８.５２ １，０５５.０８
そ の 他 の 施 設 ４，８８９．７０ ４５８.５４

公共用
財産

学 校 ２１３，５２５．１４ ４７，３９６.７２
公 営 住 宅 　２，０８４．００ ４９８.３６
公 園 ２７９，８９１.３１ ４４７.９９
児 童 館 ２，９０７.７０ １，０３７.３４
そ の 他 の 施 設 ２２３，２３１.１２ ２０，７２８.８７

普通財産 １１７，３９１.８１ １，１３４.２４
合 計 ８７１，５３６.２４ ７７，９７０.４０

基 金 名 金 額 増減率（％）

財 政 調 整 基 金 ６億６，２９２万円 △１２．９

公 共 施 設 整 備 基 金 ３億６，６６０万円 △１２．０

義 務 教 育 施 設 整 備 基 金 ９，４０１万円 △４５．７

減 債 基 金 １億１，３２１万円 ０．０

ま ち づ く り 基 金 １億０，３６１万円 ０．０

災 害 基 金 ０，９６０万円 １．１

地 域 福 祉 基 金 ５，６４３万円 △５５．４

土 地 開 発 基 金 １億２，０１４万円 △４０．０

介 護 保 険 給 付 費 準 備 基 金 １億６，２４３万円 ５３．５

重 要 文 化 財 野 木 町
煉 瓦 窯 保 存 基 金 ６１２万円 ２４．６

一 般 旅 券 印 紙 等 購 買 基 金 ２００万円 ０．０

国民健康保険財政調整基金 ２億３，５７６万円 ５６５．０

令和元年度　予算の執行状況

令和元年９月３０日現在

令和元年９月３０日現在
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野木町いじめ防止基本方針
　
　野木町では、子どもの健全な育成を考え、いじめ問題を学校だけでなく、町全
体で取り組んでいかなければならない問題と捉え、町、学校、幼稚園、保育園、
家庭、地域が一体となっていじめ防止に取り組むため「いじめ防止対策推進法」に
則り、「野木町いじめ防止基本方針」を策定いたしました。
　野木町教育大綱を根幹に据え、本町の将来像である「水と緑と人の和でうるおい
のあるまち」を築いていくために、いじめ防止等に関する基本理念を次のように
設定します。

いじめ防止等に関する野木町の５つの基本理念
・全ての児童生徒は、いじめをしません。
・全ての児童生徒は、いじめとわかっていながら見て見ぬふり
　をしません。
・全ての学校は、教育活動全体を通じ、児童生徒に「いじめは
　絶対に許されない」ということを教えます。
・全ての保護者は、その保護する児童生徒が、いじめを行うこ
　とがないよう規範意識の醸成に努めます。
・町、学校、家庭、関係機関等は連携して、いじめ問題を組織的に
　解決します。

　
　野木町と学校に、いじめ防止に関する組織を設置します。重大事態発生時には、
教育委員会に設置する附属機関が調査を行います。また、その調査結果に不備があ
る場合や、さらに詳細な調査が必要であると認めるときは、町長が再調査のための
組織を設置し調査します。

◆いじめ防止等に関する組織

　
・学校いじめ対策組織

　（いじめの防止、早期発見、いじめの対処等、組織的な対応を行う）

・野木町児童生徒支援チーム

　（教育委員会内に設置し、事案発生時に学校に出向き支援する）

・野木町いじめ問題対策連絡協議会

　（いじめの状況や防止等について関係機関と連携・協議する）

・法第１４条第３項に定める教育委員会の附属機関
　（重大事態発生時には調査にあたる）

・地方公共団体の長が行う再調査のための組織

　（教育委員会の調査結果を調査する）
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問こども教育課　撒（57）4183

「野木町いじめ防止基本方針」の詳細につ
いては、町ホームページをご覧ください。

（左記ＱＲコードよりご覧いただけます）

◆重大事態への対処

・いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じ
　た疑いがあると認めるとき。
・いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間（年間３０日間が目安）学校を欠
　席することを余儀なくされている疑いがあると認めるとき。

重大事態の捉え方 法第２８条第１項より

　
　重大事態が発生した場合、教育委員会は学校と連携して対応します。従前の経
緯や事案の特性、いじめを受けた児童生徒または保護者の訴えなどを踏まえて、
事案の調査を行う主体や、どのような調査組織とするかについて判断します。
　問題解決が困難な事案の場合や、調査結果について保護者等が改めて第三者に
よる再調査を希望した場合は、教育委員会に設置した附属機関が調査し、結果に
ついて、いじめを受けた児童生徒やその保護者に説明するとともに、町長に報告
します。
　町長は、その調査結果に不備があると疑われる場合や、さらに詳細な調査が必
要であると認めたときは、専門的な知識および経験を有する第三者による附属機
関を設けて再調査を行うことができます。

◆野木町および学校の取組み
野木町の取組み 学校の取組み

（例）
・いじめ撲滅会議の開催および支援
・いじめ相談窓口の周知
・出席停止制度の運用
・学校運営協議会との連携、協働
・教職員の多忙な状況の解消

（例）
・校内体制のチェックと改善
・道徳教育と体験活動の充実
・アンケートや教育相談の実施
・いじめ事案への適切な対応
・情報モラル教育の推進

①いじめに係る行為が相当の期間（少なくとも３か月）止んでいること
②いじめを受けた児童生徒が心身の苦痛を感じていないこと

　いじめが「解消している」状態とは、次の２つの用件が満たされていることを条件と
します。

◆いじめの解消とは
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健 の康 ぎタ ウ ン を 目 し指 て ４７

間食のとり方を見直す
～１１月は糖尿病予防月間です～

問健康福祉課　撒（57）4171

　間食とは、朝食・昼食・夕食以外に摂取するエネルギー源となる食べ物と飲み物のことで、栄養
補給の他に気分転換や生活にうるおいを与えるなどの役割があります。しかし、好きなものを好
きなだけ食べてしまうと、１日に摂取するエネルギーが消費するエネルギーよりも多くなり、肥
満につながる可能性もありますので、工夫してとることが大切です。
　間食をとる目安は、１日２００キロカロリー程度と言われています。そして、嗜好品で摂取し
たエネルギーは運動で消費するように言われています。

　運動不足のときは嗜好品を控えめにするなど、食事と運動を上手に組み合わせるこ
とが必要です。

◆工夫した間食のとり方
＊回数を工夫する
　　間食は週に○回などと決めて、とりすぎないようにする。
＊種類を工夫する
　　甘味のある飲料ではなく、お茶や無糖のコーヒー・紅茶にする。
＊量を工夫する
　　個包装されたものを選ぶ。１袋が大容量なら、少量を皿に取り分ける。
＊時間を工夫する
　　夕食後や活動量が少ない夜間、就寝前の飲み食いは注意！
＊買い置きをしない
　　手元にあるとつい手が出てしまうので、「買い置きしない」などの工夫も有効！
＊不足しがちな食品群をとる
　　乳製品などが不足しがちな時は牛乳やヨーグルトをとる。果物が不足しがちなら果物をとる。

　９月に公民館で行われた講座『男の料理教室』で地
場産物を使った調理実習を行いました。
　今回のメニューは “ 地場産物蒸し料理 ” ！野木町の
おいしい食材を使ったので、余計な味付けは不要です。
素材のおいしさを楽しみました。
　町ではおいしい地場産物を使って、地産地消を応援
します♪

 のぎ地産地消シリーズ　Vol.１３

男の料理教室でも地産地消！

〈毎月１８日はのぎ地産地消の日！〉

問健康福祉課　撒（57）4171

※のぎ健康マイレージの登録は１１月末日までです。
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２
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緊
急
地

震
速
報
訓
練

問
総
務
課　
　
　

撒（
57
）４
１
１
２

日
11
月
５
日（
火
）10
時
頃

容
気
象
庁
か
ら
訓
練
用
緊
急
地
震
速

　

報
を
配
信
し
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
活
用
し
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
受
信
確
認
や
情
報
伝

達
手
段
の
起
動
手
順
の
確
認
を
行
う

も
の
で
す
。

防
災
無
線
放
送
内
容
例

①
チ
ャ
イ
ム
音

②「
こ
ち
ら
は
、
野
木
町
役
場
で
す
。

　

只
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。」

③｛「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震（
お

　

お
じ
し
ん
）
で
す
。
大
地
震
で
す
。

　

こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。」｝×
３
回

④「
こ
ち
ら
は
、
野
木
町
役
場
で
す
。

　

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。」

⑤
チ
ャ
イ
ム
音

※
訓
練
は
、
災
害
等
が
発
生
し
た
場

　

合
又
は
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
、

　

中
止
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
成
人
式　
　

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）４
１
８
８

　

成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
町
外
に
住
所
を
移
さ
れ

て
い
る
新
成
人
の
方
が
参
加
を
希

望
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
11
月
28

日(

木
）
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で
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

な
お
、
連
絡
が
遅
れ
て
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
令
和
２
年
１
月
12
日（
日
）10
時
～

　

（
受
付　

９
時
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分
～
）

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

容
式
典
・
記
念
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真
撮
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等

対
平
成
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年
４
月
２
日
～
平
成
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年

　

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
町
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住
者

　

お
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び
本
町
出
身
者

※
案
内
状
は
、
12
月
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に
届
く
よ

　

う
に
発
送
し
ま
す
。

統
計
調
査
員
を
募
集
し

て
い
ま
す

問
政
策
課　
　
　

撒（
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）４
１
０
１

　

国
が
実
施
す
る
統
計
調
査
の
調
査

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。な
お
、統
計

調
査
員
に
は
報
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給
与
所
得
）が
支

払
わ
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ま
す
。詳
細
に
つ
い
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お

問
合
せ
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だ
さ
い
。

○
統
計
調
査
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は

　

調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
や
世

帯
等
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訪
問
し
、調
査
票
の
記
入
依

頼
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回
収
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検
と
い
っ
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統
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調

査
業
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中
で
重
要
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部
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担
っ
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い
た
だ
く
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す
。

○
調
査
員
の
主
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調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
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席

・
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簿
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図
な
ど
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の
作
成

・
調
査
票
の
配
布
と
記
入
依
頼

・
調
査
票
の
回
収
及
び
点
検
、整
理

・
調
査
票
等
の
調
査
関
係
書
類
の
提
出

○
募
集
要
件

・
満
20
歳
以
上
の
方

・
調
査
で
知
り
得
た
秘
密
を
保
護
で

　

き
る
方

・
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行

　

で
き
る
方

・
税
務
、
警
察
、
選
挙
、
報
道
等
に
関

　

係
の
な
い
方

○
今
後
の
調
査

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
、国
勢
調
査
な
ど

広報のぎ

町からのお知らせ １１
２０１９

〈野木町役場〉０２８０（５７）４１１１代表
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.lg.jp/

日 容 儡所 定対 申

今月の納期

　◇国民健康保険税　第５期　◇介護保険料　第５期

　　後期高齢者　第５期
　　医療保険料
◇

※�町の事業の申込受付は、特に指定のない
限り土・日曜日、祝日、年末年始を除く
８時３０分～１７時１５分（「としょかん」「こど
もひろば」「生涯学習」「スポーツ」「野木ホ
フマン館」を除く）
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お知らせ

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

煉
瓦
窯
冬
フ
ェ
ス
タ�
参
加
者
募
集

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

○
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
飾
り
付
け　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

煉
瓦
窯
の
周
り
で
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
飾
り
付
け
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
飾
り
付
け

　

11
月
15
日(

金)

13
時
～
16
時

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館

申
11
月
１
日(

金)

～
14
日(

木)

　

電
話
ま
た
は
直
接
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
へ

持
ち
物　

軍
手

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

○
ウ
ッ
ド
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
参
加

　

者
募
集

　

17
時
30
分（
点
灯
式
）～

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
に
合

わ
せ
て
ウ
ッ
ド
キ
ャ
ン
ド
ル
へ
の
着

火
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
カ
ッ
プ

ル
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

定
先
着
10
名

申
11
月
１
日(

金)

～
14
日(

木)

　

電
話
ま
た
は
直
接
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
へ

対
小
学
生
以
上(

小
学
生
は
保
護
者

　

同
伴)

煉
瓦
窯
冬
フ
ェ
ス
タ

模
擬
店
募
集

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

日
12
月
１
日（
日
）10
時
～
15
時

　

※
19
時
ま
で
延
長
可

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
敷
地
内

　

（
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
道
内
）

出
店
数　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
調

　

整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
11
月
１
日（
金
）～
15
日（
金
）

　

所
定
の
申
込
書
等
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
提

　

出

定
住
促
進
補
助
金
の
ご
案
内

問
未
来
開
発
課　

撒（
57
）４
１
７
８

　

町
内
に
新
た
に
住
宅
を
取
得
さ
れ

た
方
に
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
対
象
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

①
転
入
又
は
転
居
に
よ
り
新
た
に
専

　

用
住
宅
、
併
用
住
宅
又
は
マ
ン
シ

　

ョ
ン
等
の
区
分
所
有
建
物
を
取
得

　

す
る
方

②
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
住
宅

　

を
取
得
し
、
取
得
か
ら
１
年
以
内

　

に
入
居
し
、
か
つ
そ
の
住
宅
に
５

　

年
以
上
定
住
す
る
こ
と
を
誓
約
し

　

た
者

③
住
宅
を
取
得
し
た
時
点
で
50
歳
以

　

下
の
方

④
入
居
す
る
世
帯
員
が
２
名
以
上
の

　

方
⑤
取
得
し
た
住
宅
が
共
有
名
義
で
あ

　

る
と
き
は
、
そ
の
代
表
の
方

⑥
世
帯
員
に
町
税
等
の
滞
納
が
な
い

　

こ
と
。
ま
た
、
転
入
者
は
前
住
所

　

地
の
市
区
町
村
税
等
の
滞
納
が
な

　

い
方

対
象
住
宅

　

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得

　

し
た
新
築
住
宅
又
は
中
古
住
宅
と

　

し（
た
だ
し
、
建
て
替
え
に
よ
り

　

取
得
し
た
住
宅
は
除
く
）、
取
得

　

し
た
住
宅
が
建
築
基
準
法
及
び
都

　

市
計
画
法
の
規
定
に
適
合
し
て
い

　

る
こ
と

交
付
額

　

新
築
住
宅　

15
万
円

　

中
古
住
宅　

10
万
円

交
付
回
数

　

１
回
限
り

補
助
金
の
申
請

　

住
宅
を
取
得
し
て
か
ら
１
年
以
内

　

に
、
補
助
金
交
付
申
請
書
及
び
次

　

の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る
住

　

民
票
謄
本（
続
柄
記
載
）

②
定
住
誓
約
書

③
建
物
登
記
簿
の
全
部
事
項
証
明
書

　

の
写
し

④
建
物
の
平
面
図（
間
取
図
）及
び
住

　

宅
ま
で
の
案
内
図

⑤
町
外
か
ら
の
転
入
者
に
つ
い
て
は
、

　

直
近
の
住
所
地
で
の
完
納
証
明
書

　

等（
市
区
町
村
税
等
の
滞
納
が
な

　

い
こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類
）

⑥
未
登
記
家
屋
に
あ
っ
て
は
、
物
件

　

の
取
得
を
確
認
で
き
る
書
類

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
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お知らせ

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
は

電
子
証
明
書
の
取
得
が�
必
要
で
す

問
住
民
課　
　
　

撒（
57
）４
１
２
６

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

き
の
利
用
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）に
搭
載

さ
れ
て
い
る
電
子
証
明
書
（
公
的
認

証
サ
ー
ビ
ス
）
の
取
得
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
申
請
受
付

し
て
か
ら
お
渡
し
ま
で
約
１
ヶ
月
か

か
り
ま
す
。
必
要
な
方
は
、
余
裕
を

持
っ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

電
子
証
明
書
の
更
新
は
現
在
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
切
れ

た
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

日
曜
交
付
の
お
知
ら
せ

問
住
民
課　
　
　

撒（
５７
）４
１
２
６

持�

参
す
る
物（
必
須
）

　

・
カ
ー
ド
交
付
の
案
内
ハ
ガ
キ

　

・
通
知
カ
ー
ド

　

・
本
人
確
認
書
類

　
　

(

運
転
免
許
証
等)

持�

参
す
る
物（
お
持
ち
の
方
）

　

・
印
鑑
登
録
証

　

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

日
11
月
24
日（
日
）９
時
～
12
時

住
民
票
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
等
へ
の
旧
姓（
旧

氏
）併
記
に
つ
い
て

問
住
民
課　
　
　

撒（
５７
）４
１
２
６

　

11
月
５
日
よ
り
、
本
人
か
ら
の
申

し
出
に
よ
り
、
住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
に
旧
姓
（
旧
氏
）
が

併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
婚
姻
等
で
氏
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
従
来
称
し

て
き
た
氏
を
住
民
票
に
記
載
し
た
上

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
に
併

記
し
、
公
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
課
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

お
手
持
ち
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
期

限
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
住
民
課　
　
　

撒（
５７
）４
１
２
６

　

20
歳
未
満
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
作
成
し
た
方
、
ま
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書
を
搭
載

さ
れ
た
方
は
、
カ
ー
ド
の
発
行
日
か

ら
５
回
目
の
誕
生
日
で
有
効
期
限
が

終
了
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
満
了
が
近
い
方
で
引
き

続
き
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

住
民
課
窓
口
に
て
更
新
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
更
新
手
続
き
は
有
効

期
限
の
３
ヶ
月
前
か
ら
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
カ
ー
ド
の
期
限
は
カ
ー
ド

の
券
面
に
、
電
子
証
明
書
の
期
限
は

券
面
又
は
カ
ー
ド
交
付
時
に
お
渡
し

す
る
電
子
証
明
書
の
写
し
に
て
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

持�

参
す
る
物

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

・
本
人
確
認
書
類

　
　

(
運
転
免
許
証
等)

　

・
印
鑑

ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ
プ
チ

コ
ン
サ
ー
ト

問
ひ
ま
わ
り
館　

撒（
33
）６
８
７
８

　

子
育
て
中
の
親
子
か
ら
高
齢
の
方

ま
で
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
音
楽
演

奏
と
交
流
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

【
第
３
回
】

日
11
月
14
日（
木
）13
時
30
分
～
14
時
45
分

容
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏

　

【
出
演
】
ひ
こ
う
き
雲

　

手
話
の
歌

　

【
出
演
】
手
話
サ
ー
ク
ル
虹
の
会
・

　

野
和
の
会

※
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。
一
緒
に

　

手
話
の
歌
を
唄
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
第
４
回
】

日
12
月
７
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

容
ギ
タ
ー
と
木
笛
の
演
奏

　

【
出
演
】
冨
岡
幸
男
さ
ん
と
木
笛

　

の
ど
ん
ぐ
り

　

オ
カ
リ
ナ
の
演
奏

　

【
出
演
】
ひ
こ
う
き
雲

　

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏

　

【
出
演
】
フ
ェ
ア
リ
ー
ベ
ル

　

フ
ル
ー
ト
の
演
奏

　

【
出
演
】
柳
田
千
穂
さ
ん

【
第
３
・
４
回
共
通
】

所
ひ
ま
わ
り
館　

ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ

儡
無
料　

申
不
要
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お知らせ
野
木
町
安
全
・
安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

問
健
康
福
祉
課　

撒（
57
）４
１
９
６

　

地
域
に
は
高
齢
の
一
人
暮
ら
し
・

高
齢
者
世
帯
・
要
介
護
の
方
・
障
が

い
の
あ
る
方
な
ど
日
常
の
見
守
り
が

必
要
な
方
や
、
災
害
時
に
支
援
が
必

要
な
方
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
協

力
し
て
見
守
り
が
必
要
な
方
々
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
、
さ
り
げ
な
い
見
守

り
や
ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
き
を
通
し

て
、
異
変
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る

よ
う
地
域
に
安
心
の
輪
を
広
げ
る
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

随
時
、
要
配
慮
者
（
見
守
ら
れ
る

人
）
又
は
協
力
者
（
見
守
る
人
）
の

登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ

問
健
康
福
祉
課　

撒（
57
）４
１
７
３

　

「
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
」
と
は
認
知

症
の
方
や
そ
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る

方
な
ど
、
誰
で
も
気
軽
に
利
用
い
た

だ
け
る
憩
い
の
場
で
す
。
日
頃
の
悩

み
や
思
い
な
ど
を
同
じ
立
場
の
人
た

ち
と
共
有
し
ま
せ
ん
か
。

日
11
月
20
日（
水
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

所
ひ
ま
わ
り
館
多
目
的
室

儡
無
料

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア　

ケ
ア
ワ
ー

　

カ
ー

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室

糖
尿
病
予
防
の
食
事
編

参
加
者
募
集

問
健
康
福
祉
課　

撒（
57
）４
１
７
１

　　

か
ら
だ
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
食
習
慣

に
つ
い
て
学
び
合
い
、
地
場
産
食
材

の
簡
単
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
、

会
食
し
ま
す
。
午
後
の
ひ
と
時
を
ヘ

ル
シ
ー
に
過
ご
し
ま
す
♪

日
11
月
22
日（
金
）13
時
30
分
～
15
時

所
町
公
民
館　

対
町
在
住
者

容
講
話
、
ミ
ニ
調
理
実
習（
試
食
２

　

品
程
度
）

定
先
着
15
名　

儡
無
料

持
ち
物

　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、

筆
記
用
具
、
お
手
ふ
き

申
11
月
１
日（
金
）か
ら
電
話
ま
た
は

　

来
所
に
て　

※
土
日
祝
日
は
除
く

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

　役場職員や銀行員に成りすまし、「医療費等を還付
します」などとだまして、ＡＴＭからお金を振り込ま
せようとする還付金詐欺が発生しております。

　役場からＡＴＭに行っていただくように電話
することはありません。

　相手には連絡せず役場または最寄りの交番もしく
は小山警察署（０２８５-２５-０１１０）に相談してください。

還付金詐欺に要注意！
ーその電話、「振り込め詐欺」ではありませんか？ー
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お知らせ
家
族
介
護
教
室

～
身
体
の
自
然
な
動
き
に　
　
　

　
　
　
　

合
わ
せ
た
介
助
方
法
～

起
き
上
が
り
や
移
乗
の

介
助
方
法
を
学
ぼ
う

問
健
康
福
祉
課　

撒（
57
）４
１
７
３

　

高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
自
宅

で
自
分
ら
し
い
生
活
を
安
心
し
て
送

る
た
め
に
、
自
宅
の
生
活
を
支
え
る

介
護
の
知
識
や
技
術
を
習
得
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
身
体
に
負
担
の
少
な
い

介
助
動
作
を
お
教
え
し
ま
す
。

　

「
介
護
」に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
方

は
、是
非
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
12
月
11
日（
水
）13
時
30
分
～
15
時

所
町
保
健
セ
ン
タ
ー

容
車
イ
ス
や
ベ
ッ
ト
へ
の
移
乗
方
法
等

対
ど
な
た
で
も
参
加
可　

定
20
名

講
師

　

介
護
予
防
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

ア
ク
ア　

理
学
療
法
士　

　

越
沼　

秀
史　

氏

申
健
康
福
祉
課
へ
直
接
ま
た
は
電
話

　

申
込
み

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー
の

ラ
ン
ナ
ー
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
３
８

　

平
成
16
年
、
小
山
市
で
幼
い
兄
弟

が
虐
待
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
て
し

ま
う
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
」は
、
児
童

虐
待
防
止
の
願
い
を
込
め
た
活
動
と

し
て
た
く
さ
ん
の
人
の
共
感
を
得
て

全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

野
木
町
で
も
多
く
の
方
に
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
運
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
こ
の
た
す
き
を
繋
ぐ
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
た
す

き
リ
レ
ー
の
ラ
ン
ナ
ー
と
啓
発
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
第

48
回
野
木
町
駅
伝
大
会
の
際
に「
オ

レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
チ
ー
ム
」
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
令
和
２
年
１
月
19
日（
日
）

所
町
役
場
別
館
に
集
合

参
加
資
格

○
ラ
ン
ナ
ー

　

高
校
生
以
上
の
方
。
選
手
７
名
・

　

補
欠
１
名　

計
８
名（
一
般
男
子

　

の
部
で
の
参
加
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

女
子
２
名
ま
で
参
加
可
能
で
す
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

中
学
生
以
上
の
方
。
10
名（
ゴ
ー

　

ル
地
点
や
中
継
地
点
で
の
啓
発
活

　

動
）

申
11
月
29
日（
金
）ま
で
に
問
合
せ
先
へ

※
申
請
書
は
こ
ど
も
教
育
課
窓
口
ま

　

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
申
し
込
み
後
に
ご

　

案
内
し
ま
す
。

令
和
２
年
度　
　
　
　
　
　

学
童
保
育
室
児
童
募
集

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
６
７

　

入
所
申
し
込
み
が
で
き
る
の
は
、

児
童
の
保
護
者
が
い
ず
れ
か
の
事
由

等
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。

①
就
労

②
妊
娠
ま
た
は
出
産

③
保
護
者
の
疾
病
、障
が
い

④
同
居
又
は
長
期
入
院
し
て
い
る
親

　

族
の
介
護
・
看
護

※
現
在
学
童
保
育
室
に
入
所
し
て
い

　
る
方
、
長
期
休
暇
の
み
利
用
の
方

　
も
申
請
が
必
要
で
す
。

興
友
沼
学
童
保
育
室
１
・
２

所
友
沼
９
１
６（
友
沼
小
学
校
内
）

興
野
木
学
童
保
育
室

所
野
木
２
４
６
９-

３

興
佐
川
野
学
童
保
育
室
１
・
２

所
佐
川
野
１
８
０
６-

13
　
　
　
　

　

（
佐
川
野
小
学
校
内
）

興
南
赤
塚
学
童
保
育
室
１
・
２
・
３

所
中
谷
５
１
３-

２（
保
育
室
１
・
２
）

　

中
谷
５
０
８（
保
育
室
３
※
南
赤

　

塚
小
学
校
内
）

興
新
橋
学
童
保
育
室
１
・
２
・
３
・
４

所
友
沼
５
１
１
０-

２（
新
橋
小
学
校

　

内
）

保
育
時
間

▽
月
～
金
曜
日

　

下
校
時
～
18
時（
延
長
保
育
19
時
）

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
等　

８
時
～
18
時

　

（
早
朝
保
育
７
時
30
分
～
）

　

（
延
長
保
育
19
時
ま
で
）

申
請
書
類
配
付
期
間

　

10
月
15
日（
火
）～

　

申
請
書
は
こ
ど
も
教
育
課
・
各
学

　

童
保
育
室
で
配
布
、
町
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　

す
。

受
付
期
間

　

11
月
８
日（
金
）～
26
日（
火
）

　
（
土
日
祝
を
除
く
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

※
期
間
中
の
木
曜
日（
14
日
、21
日
）

　

は
受
付
時
間
を
19
時
ま
で
延
長
し

　

ま
す
。

興
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
親
子
ク
ラ
ブ

問
ク
ラ
ブ
指
導
員
撒（
57
）１
８
２
４

所
南
赤
塚
７
７
８-

40（
あ
か
つ
か
児

　

童
セ
ン
タ
ー
内
児
童
ク
ラ
ブ
室
）

保
育
時
間

▽
月
～
金
曜
日

　

下
校
時
～
18
時
45
分

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
等

　

７
時
30
分
～
17
時
30
分

受
付
期
間

　

11
月
８
日（
金
）～
26
日（
火
）

　

（
土
日
祝
を
除
く
）

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
親
子
ク
ラ
ブ
へ
の
申

　

請
は
、町
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

直
接
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
親
子
ク
ラ
ブ

　

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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お知らせ

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

ひ
ま
わ
り
館　
　
　
　
　
　

子
育
て
サ
ロ
ン

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
３
８

　

お
さ
が
り
会
を
開
催
し
、
お
さ
が

り
の
輪
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
出
品
の
ご
協
力
も
お
願

い
し
ま
す
。
ま
だ
き
れ
い
だ
け
ど
小

さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
服
や
、

あ
ま
り
使
わ
な
い
ま
ま
に
き
れ
い
に

と
っ
て
あ
る
お
も
ち
ゃ
、
育
児
グ
ッ

ズ
な
ど
の
子
育
て
用
品
を
ひ
ま
わ
り

館
か
こ
ど
も
教
育
課
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

日
11
月
19
日（
火
）10
時
～
11
時
30
分

所
ひ
ま
わ
り
館　

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

容
お
さ
が
り
会　

対
町
在
住
者

儡
無
料　

申
不
要

出
品
物
受
付　

11
月
15
日（
金
）ま
で

（
受
付
時
間
８
時
30
分
～
16
時
30
分
）

出
品
物　

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

　

状
態
の
良
い
物

（
例
）
こ
ど
も
の
洋
服（
制
服
や
体
操

　

着
な
ど
も
含
む
）、靴
、帽
子
、バ
ッ

　

グ
、
育
児
グ
ッ
ズ
、
玩
具（
ぬ
い

　

ぐ
る
み
・
人
形
は
除
く
）、
絵
本
、

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ

【
お
願
い
】　

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た

　

め
に
、
お
預
か
り
し
た
品
物
は
基

　

本
的
に
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。
お

　

さ
が
り
品
は
名
前
を
消
し
て
、
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度
「
野
木
ブ
ラ
ン

ド
」認
定
品
を
募
集
し
ま
す
！

問
産
業
課　

撒
（
57
）４
１
５
３

　

野
木
町
内
の
優
れ
た
地
域
資
源
や

特
産
品
等
の
付
加
価
値
向
上
と
、
町

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
及
び
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た「
野
木
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
」を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

「
野
木
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」は
、
野

木
ブ
ラ
ン
ド
認
定
マ
ー
ク
を
使
用
で

き
る
ほ
か
、
町
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
て
町

内
外
に
広
く
紹
介
を
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
条
件

①
申
請
者
は
町
税
を
完
納
し
て
い
る

　

こ
と
。

②
野
木
町
を
含
む
栃
木
県
内
で
生
産
、

　

製
造
又
は
加
工
さ
れ
た
商
品（
一

　

次
産
品
を
含
む
。）で
あ
る
こ
と
。

③
認
定
申
請
の
た
め
だ
け
に
特
別
に

　

加
工
さ
れ
、
又
は
製
造
さ
れ
た
も

　

の
で
な
い
こ
と
。

応
募
方
法

　

野
木
ブ
ラ
ン
ド
認
定
申
請
書
を
記

入
の
上
、
申
請
商
品
の
特
徴
等
が
把

握
で
き
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
写
真
等

を
添
付
し
、
産
業
課
に
ご
提
出
下
さ

い
。

※
申
請
書
等
各
種
様
式
は
、
町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

　

き
る
他
、
産
業
課
で
配
布
し
て
い

　

ま
す
。

応
募
期
間

　

12
月
２
日（
月
）～

　

令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）

応
募
か
ら
審
査
、
認
定
ま
で
の
流
れ

①
申
請
書
を
も
と
に
、一
次
審
査（
書

　

類
審
査
）を
行
い
、町
民
モ
ニ
タ
ー

　

審
査
に
よ
る
二
次
審
査
後
、
野
木

　

ブ
ラ
ン
ド
審
議
委
員
会
に
お
い
て

　

最
終
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

　

受
け
て
町
長
が
認
定
を
行
い
ま
す
。

②
町
民
モ
ニ
タ
ー
審
査
及
び
野
木
ブ

　

ラ
ン
ド
審
議
委
員
会
で
は
、
申
請

　

品
の
現
物
・
見
本
等
の
提
示
を
お

　

願
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
要
数

　

を
ご
用
意
い
た
だ
き
ま
す
。

③
各
審
査
は
、
令
和
２
年
３
月
を
予

　

定
し
て
い
ま
す
。
実
施
日
な
ど
詳

　

細
は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

■
野
木
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品

　

（
令
和
元
年
10
月
１
日
現
在
）

　

17
商
品

※
認
定
品
の
一
覧
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
に
て
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

み
そ
づ
く
り
講
習
会

問
産
業
課　
　
　

撒（
57
）４
１
５
１

　

町
内
で
生
産
さ
れ
た
大
豆
・
米
を

使
用
し
て
、
じ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
、

来
年
の
秋
に
は
お
い
し
い
手
作
り
味

噌
が
ご
賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。

（
１
回
目
）

日
12
月
３
日（
火
）、
４
日（
水
）、

　

６
日（
金
）

　

９
時
～
（
３
日
は
下
準
備
）

（
２
回
目
）

日
12
月
10
日（
火
）、
11
日（
水
）、

　

13
日（
金
）

　

９
時
～
（
10
日
は
下
準
備
）

所
町
農
産
物
加
工
施
設

　

（
野
木
町
友
沼
４
９
５
２-

１
）

対
町
在
住
の
方
で
３
日
間
参
加
で
き��

　

る
方

定
各
回
と
も
先
着
10
名

儡
５
３
０
０
円（
材
料
費
等
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
白

　

タ
オ
ル
５
枚
、
長
靴（
き
れ
い
に

　

洗
っ
た
も
の
）、
味
噌
を
入
れ
る

　

樽（
30
渥
位
の
も
の
）、
マ
ス
ク

申
11
月
５
日（
火
）～
８
日（
金
）参
加

　

費
を
添
え
て
、
本
人
が
問
い
合
わ

　

せ
先
へ
。
申
し
込
み
の
際
に
詳
し

　

い
内
容
を
差
し
上
げ
ま
す
。
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お知らせ

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

問
栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

撒
０
２
８（
６
２
３
）０
９
２
５

　

女
性
に
対
す
る
配
偶
者
・
パ
ー
ト

ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
様
々
な

相
談
に
つ
い
て
、
期
間
中
時
間
を
延

長
し
て
女
性
の
人
権
問
題
に
詳
し
い

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員

が
お
受
け
し
ま
す
。

期
間　

11
月
18
日（
月
）～
24
日（
日
）

時
間　

８
時
30
分
～
19
時

　

（
土
・
日
曜
日�

10
時
～
17
時
）

実
施
機
関　

宇
都
宮
地
方
法
務
局　

　

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
撒
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

　
　

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
相
談
は
秘
密
厳
守
と
な
り
ま
す
の

　

で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12
月
４
日
～
10
日
は�

「
人
権
週
間
」
で
す　
　

～
人
権
週
間
特
設
相
談
～

問
生
活
環
境
課　

撒（
57
）４
１
３
２

　

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
昭

和
23
年
12
月
10
日
を
記
念
し
て
、
毎

年
12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
が「
人

権
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
権
週
間
に
ち
な
み
、
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
女
性
・

子
ど
も
・
高
齢
者
等
の
人
権
問
題
、

近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お
困
り
の
方

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し

ま
す
。

日
12
月
３
日（
火
）９
時
～
12
時

　

【
受
付　

11
時
30
分
ま
で
】

所
ホ
ー
プ
館
１
階
相
談
室

儡
無
料

※
相
談
は
秘
密
厳
守
と
な
り
ま
す
の

　

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
講
演
会　
　
　
　

「
発
達
障
が
い
と
人
権　

～
誰
に
で
も
あ
る
障
が
い　
　
　

　
　

に
つ
い
て
理
解
し
よ
う
～

」

問
生
活
環
境
課　

撒（
57
）４
１
３
２

　

人
権
週
間
に
あ
た
り
、
広
く
町
民

の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
だ
く
た
め
、「
発
達
障
害
」
を

テ
ー
マ
に
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

知
ら
な
い
こ
と
か
ら
差
別
は
生
ま

れ
ま
す
。身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る「
発

達
障
害
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

不
必
要
な
偏
見
や
差
別
を
な
く
す
こ

と
で
、
誰
も
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

社
会
の
形
成
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
11
月
27
日（
水
）

　

13
時
15
分
～
（
13
時
開
場
）

所
町
役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

講
師　

藤
原　

雄
一　

氏�

　

（
社
会
福
祉
法
人
と
ち
の
み
会　
　

　

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
の

　

か
り
ん　

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

定
１
０
０
名
程
度

　

（
無
料
・
手
話
通
訳
あ
り
）

申
不
要

き
ら
り
大
楽
院
公
開
講
座
受
講
生
募
集
！�

小
山
市
の
観
光
資
源
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
き
ら
り
館
」

　

撒（
23
）１
２
３
１

　

姉（
23
）１
２
３
２

　
死k

ira
rik
a
n
@
p
ea
rl.o
cn
.n
e.jp

　

地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座
と
し
て
、
小

山
市
の
ま
ち
づ
く
り
関
連
施
設
な
ど

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で

見
学
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご

参
加
下
さ
い
。

日
12
月
６
日（
金
）※
小
雨
決
行

　

役
場
公
民
館
前　

８
時
30
分
集
合

　

（
町
バ
ス
使
用
）

　

８
時
45
分
発
～
16
時
20
分
帰
着

コ
ー
ス　

天
翁
院
～
高
椅
神
社
～
古

　

墳
資
料
館（
琵
琶
塚
古
墳
）～
絹
公

　

民
館（
紬
資
料
）～
道
の
駅
思
川　

　

（
昼
食
）～
鷲
城
祉
～
西
堀
酒
造

定
先
着
25
名

儡
無
料（
昼
食
は
各
自
負
担
）

申
11
月
19
日（
火
）ま
で
に
直
接
又
は

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
き
ら
り
館
ま
で

主
催

　

野
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

　

タ
ー
「
き
ら
り
館
」

　

の
ぎ
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

人
権
標
語

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
そ
の
ひ
と
こ
と
が
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

新
橋
小
学
校　

井い
の
う
え上　

夏な
つ
か花

（
２
０
１
９
年
度
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
作
品
審
査
会
で
の
優
秀
作
品
か
ら
選
出
し
た
も
の
で
す
）
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お知らせ
「
き
ら
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」�
は
じ
め
よ
う　

キ
ラ
リ
な
野
木
で　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

～
み
ん
な
笑
顔
の
ま
ち
づ
く
り
～

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
き
ら
り
館
」　

撒（
23
）１
２
３
１

　

き
ら
り
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
に
よ
る
展
示
や

活
動
紹
介
を
メ
イ
ン
に
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
模
擬
店
で
の
販
売
な
ど
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
下
さ
い
。

日
11
月
24
日（
日
）10
時
30
分
～
14
時

所
野
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

　

タ
ー
「
き
ら
り
館
」

主
催　

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

　

タ
ー
利
用
者
協
議
会

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

問
総
務
課　
　
　

撒（
57
）４
１
１
４

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和
元
年
９

月
ま
で
の
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
政
に
対
す
る
理

解
と
信
頼
を
深
め
、
町
政
へ
の
町
民

参
加
を
促
進
し
、
公
正
で
開
か
れ
た

町
政
を
実
現
す
る
た
め
に
町
が
保
有

す
る
情
報
を
請
求
に
応
じ
て
公
開
す

る
も
の
で
す
。

※
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
公
開
請
求
の
件
数
及
び
処
理
状
況

※
未
決
定
件
数
と
は
、
次
回
の
集
計

　

期
間
に
公
開
決
定
等
を
繰
り
越
し

　

た
件
数
を
い
い
ま
す
。

※
一
件
の
請
求
に
対
し
、
複
数
の
決

　

定
等
が
為
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た

　

め
、
請
求
件
数
と
処
理
件
数
は
必

　

ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

②
審
査
請
求
の
状
況

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す

問
総
務
課　
　
　

撒（
57
）４
１
２
８

　

交
通
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、

お
子
さ
ま
の
い
る
家
庭
で
新
し
く

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
さ
れ
た

際
に
、
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

・
保
護
者（
養
育
者
）及
び
お
子
さ
ま

　

が
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
お
子
さ
ま
が
６
歳
未
満
の
方
（
※

　

乳
児
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
申
請
）

・
安
全
基
準
に
適
合
す
る
チ
ャ
イ
ル

　

ド
シ
ー
ト（
中
古
品
を
除
く
）

補
助
額

・
乳
幼
児
１
人
に
つ
き
１
台
に
限
る

　

も
の
と
す
る
。

・
購
入
費
用（
消
費
税
を
含
む
）の
３�

　

分
の
１（
１
台
に
つ
き
限
度
額
は
１

　

万
円
、１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
送
料
等
の
経
費
は
補
助
の
対
象
外
で
す
。

補
助
金
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

・
品
質
保
証
書
そ
の
他
チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
の
製
造
元
、
品
名
等
が
確

　

認
で
き
る
書
類

　

（
例　

取
扱
い
説
明
書
等
）

・
印
鑑
（
申
請
者
自
身
が
申
請
書
に

　

署
名
し
た
場
合
は
省
略
可
）

・
振
込
口
座
情
報
（
金
融
機
関
名
・

　

支
店
名
・
預
金
種
目
・
口
座
番
号
・

　

口
座
名
義
人
）

・
領
収
書
等
（
店
名
及
び
品
名
の
記

　

載
さ
れ
た
も
の
）
※ 

原
本
添
付

【
カ
ー
ド
払
い
の
場
合
】

・
納
品
書（
購
入
明
細
書
）

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
引
落
し
明
細

【
代
金
引
換
の
場
合
】

・
納
品
書（
購
入
明
細
書
）

・
代
金
引
換
領
収
書

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

未
決
定
件
数

公
文
書
不
存
在
件
数

非
公
開
件
数

公開件数 請求件数

部
分
公
開
件
数

全
部
公
開
件
数

前
回
の
集
計
期
間
内
の
請
求
分 

　
　
　
　
で
繰
り
越
し
た
件
数

今
回
の
集
計
期
間
内
の
請
求
分

1 0 0 3 6 0 8

処理状況 前
回
の
集
計
期
間
内
か
ら
の
繰
り
越
し
件
数

今
回
の
集
計
期
間
内
の
審
査
請
求
件
数

審
理
中

取
下
げ

裁決済

却
下

棄
却

一
部
認
容

認
容

1 0 0 0 0 0 0 1
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令
和
元
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

問
総
務
課　
　
　

撒（
57
）４
１
１
２

　

小
山
市
消
防
署
野
木
分
署

　
　
　
　
　
　
　
撒（
57
）１
１
１
９

11
月
９
日（
土
）～
15
日（
金
）

『

 

ひ
と
つ
ず
つ

    

い
い
ね
！
で
確
認 

火
の
用
心 
』

（
２
０
１
９
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

　

空
気
が
乾
燥
し
火
災
の
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防
の
意

識
を
一
層
高
め
、
高
齢
者
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と

と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
の
実
施
事
項

・
消
防
団
に
よ
る
火
災
予
防
サ
イ
レ

　

ン
吹
鳴
（
１９
時
に
１５
秒
鳴
ら
し
、

　

６
秒
停
止
を
３
回
繰
り
返
し
）

・
消
防
職
員
が
住
宅
訪
問
し
、
防
火

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
防
火

　

を
呼
び
か
け
ま
す
。

・
野
木
分
署
・
消
防
団
の
車
両
に
よ
る

　

管
内
の
巡
回
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

・
事
業
所
に
対
す
る
特
別
査
察
な
ど

　

を
実
施
し
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ-

Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
９

問
町
観
光
協
会（
産
業
課
内
）

　

撒（
57
）４
１
５
３

　

町
観
光
協
会
で
は
、
野
木
町
冬
の

風
物
詩
と
し
て
定
着
し
た
、「
Ｔ
Ｏ
Ｗ

Ｎ-

Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｉ�

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
２
０
１
９
」
を
11
月
22
日（
金
）
か

ら
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
Ｊ
Ｒ
野
木
駅
前
東
西

ロ
ー
タ
リ
ー
に「
エ
ン
ジ
ェ
ル
」、「
ペ

ガ
サ
ス
」、「
ペ
ン
ギ
ン
」等
多
数
の
オ

ブ
ジ
ェ
が
登
場
す
る
な
ど
、
東
西
併

せ
て
約
８
万
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
が

冬
の
駅
前
を
華
や
か
に
彩
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
野
木
町

観
光
協
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

点
灯
期
間

　

11
月
22
日（
金
）～

　

令
和
２
年
２
月
16
日（
日
）

点
灯
時
間　

　

日
没
後（
17
時
前
後
）～
24
時

点
灯
式

日
11
月
22
日（
金
）17
時
50
分
～

所
Ｊ
Ｒ
野
木
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー

そ
の
他

　

点
灯
式
終
了
後
、
オ
カ
リ
ナ
奏
者

に
よ
る
演
奏
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
箇
所

　

Ｊ
Ｒ
野
木
駅
前
東
西
ロ
ー
タ
リ
ー

※
お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
周
辺
の

　

有
料
駐
車
場
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

北
桜
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

問
県
立
小
山
北
桜
高
等
学
校

　

撒
０
２
８
５（
49
）２
９
３
２

日
11
月
９
日（
土
）９
時
～
15
時

　

（
最
終
入
場�

14
時
30
分
ま
で
）

所
県
立
小
山
北
桜
高
等
学
校

　

（
小
山
市
東
山
田
４
４
８-

29
）

内
容

・
展
示（
学
習
内
容
の
紹
介
な
ど
）

・
農
作
物
・
加
工
品
・
作
品
の
即
売

・
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
部
に
よ
る
演
舞

そ
の
他

・
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
小
金
井
駅
と
学
校

　

間
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

　

し
ま
す
。

　

小
金
井
駅
東
口（
発
）　

　

８
時
10
分
、
９
時
、
10
時
、
11
時

　

小
山
北
桜
高
校（
発
）　

　

10
時
30
分
、
13
時
30
分
、
14
時
30

　

分
、
15
時
10
分

・
各
自
ス
リ
ッ
パ
を
持
参
く
だ
さ
い
。

・
個
人
情
報
の
関
係
上
、
校
内
で
の

　

写
真
、
ビ
デ
オ
撮
影
は
ご
遠
慮
く

　

だ
さ
い
。

税
に
関
心
を
持
と
う
！　
　
　
　

　

考
え
る
と
見
え
る
生
活
が
あ
る
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」�

　
　

11
月
11
日
～
17
日

問
栃
木
税
務
署

　

撒
０
２
８
２（
22
）０
８
８
５

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。　

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
消

費
税
の
軽
減
税
率
制
度
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

利
用
し
た
申
告
・
納
税
手
続
、
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）
な
ど
へ
の
国
税
庁
の
取
組
み

を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
s://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

調
停
相
談
会（
無
料
）
の

お
知
ら
せ

問
小
山
調
停
協
会（
小
山
簡
易
裁
判

　

所
内
）

　

撒
０
２
８
５（
22
）０
５
３
６

日
11
月
14
日（
木
）10
時
～
15
時

所
小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

「
ゆ
め
ま
ち
」

　

（
小
山
市
東
城
南
４
丁
目
１-

12
）

容
金
銭
、
土
地
建
物
、
交
通
事
故
そ

　

の
他
民
事
に
関
す
る
事
項（
秘
密

　

は
厳
守
さ
れ
ま
す
）

お知らせ
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町
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問
野
木
町
子
ど
も
会
連
合
会
事
務
局

　

（
生
涯
学
習
課
）撒（
57
）４
１
８
８

日
11
月
23
日（
土
）

　

９
時
～
12
時（
受
付
11
時
30
分
ま
で
）

所
町
公
民
館
（
ロ
ビ
ー
に
て
受
付
）

容
各
学
区
育
成
会
に
よ
る
簡
単
な
ゲ

　

ー
ム
な
ど

※
参
加
時
間
に
よ
っ
て
は
、
全
て
の

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
場

　

合
が
あ
り
ま
す

対
町
在
住
の
小
学
生
以
下
の
方　
　

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

儡
無
料

野
木
町
わ
が
ま
ち
未
来
創
造
事
業

東
京
下
町
歴
史
さ
ん
ぽ

―
千
住
宿
を
目
指
し
て
―

問
の
ぎ
・
歴
史
を
歩
こ
う
会　

関
根

　

撒（
57
）９
６
３
１

　

今
回
の
東
京
下
町「
ぶ
ら
り
歴
史

さ
ん
ぽ
」は
、南
千
住
に
あ
っ
た
江
戸

時
代
の
刑
場
と
し
て
知
ら
れ
る
小
塚

原
か
ら
日
光
街
道
最
初
の
宿
場
で
あ

る
千
住
宿
ま
で
、
日
光
街
道
を
歩
き

な
が
ら
多
彩
な
史
跡
と
出
会
う
日
帰

り
旅
で
す
。

日
11
月
13
日（
水
）８
時

　

野
木
駅
改
札
前
集
合（
小
雨
決
行
）

※
16
時
30
分
頃
野
木
駅
到
着
予
定

所
小
塚
原
回
向
院
、円
通
寺
、荒
川
ふ

　

る
さ
と
文
化
館
、足
立
市
場
、千
住

　

宿
な
ど

講
師　

関
根　

秋
雄

　

（
の
ぎ
・
歴
史
を
歩
こ
う
会
会
長
）

対
町
在
住
在
勤
の
方　

定
20
名

儡
千
円（
傷
害
保
険
料
・
資
料
代
）

※
当
日
徴
収

※
昼
食
代
・
交
通
費
は
別
途
自
己
負
担

申
11
月
３
日（
日
）～
10
日（
日
）　

　

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
き
ら
り
館
」　
撒（
23
）１
２
３
１

そ
の
他

　

詳
細
は
、
き
ら
り
館
に
備
え
付
け

　

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
山
地
区
医
師
会　
　
　
　
　

市
民
公
開
講
座

問
小
山
地
区
医
師
会

　

撒
０
２
８
５（
38
）６
７
８
１

　

日
ご
ろ
地
域
医
療
を
行
っ
て
い
る

医
師
が
診
察
室
を
飛
び
出
し
、
皆
さ

ま
と
と
も
に
「
生
涯
健
康
」
を
目
指

す
た
め
に
何
が
出
来
る
の
か
を
気
軽

に
学
び
あ
う
集
い
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

演
題　

　

「
人
生
１
０
０
年
時
代
、　
　
　
　

　
　
　

一
人
ひ
と
り
が
健
康
管
理
」

講
師　

　

鹿
野
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　

鹿
野　

信
吾　

先
生

日
11
月
24
日（
日
）10
時
～
11
時
30
分

所
野
木
町
役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

定
先
着
１
０
０
名（
先
着
順
）

儡
無
料　

申
不
要

県
南
市
場
ま
つ
り（
感
謝
市
）

問
栃
木
県
南
地
方
卸
売
市
場

　

撒
０
２
８
５（
38
）３
３
３
０

　

県
南
地
方
卸
売
市
場
の
日
頃
の

ご
利
用
に
感
謝
し「
県
南
市
場
ま
つ

り（
感
謝
市
）」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
環
境
展
も
併
せ
て

開
催
い
た
し
ま
す
。

日
11
月
23
日（
土
）７
時
～
13
時

所
栃
木
県
南
地
方
卸
売
市
場

　

小
山
市
下
河
原
田
９
５
４

　

（
国
道
50
号
線
沿
い
）

容
・
青
果
物
・
水
産
物
・
生
花
・
関

　
　

連
商
品
の
展
示
販
売

　

・
果
物
・
ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布

　

・
野
菜
・
果
物
・
切
花
・
鉢
物
の

　
　

模
擬
せ
り

　

・
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
・
模
擬
せ
り

　

・
ま
ぐ
ろ
目
方
当
て
ク
イ
ズ

　

・
り
ん
ご
の
皮
む
き
長
さ
比
べ
競
争

　

・
輪
投
げ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ダ
ー
ツ

　
　

ゲ
ー
ム
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

　

・
か
に
汁
・
な
か
お
ち
丼
・
焼
き

　
　

そ
ば
・
う
ど
ん
等
の
各
種
売
店

　

・
ゆ
る
キ
ャ
ラ
集
合

　

・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス　

他

11
月
は「
標
準
営
業
約
款
普

及
登
録
促
進
月
間
」で
す

問（
公
財
）栃
木
県
生
活
衛
生
営
業
指

　

導
セ
ン
タ
ー

　

撒
０
２
８（
６
２
５
）２
６
６
０

　

姉
０
２
８（
６
２
７
）５
１
１
４

標
準
営
業
約
款
と
は
？

　

「
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の

適
正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律
」

で
定
め
ら
れ
た
消
費
者（
利
用
者
）擁

護
の
た
め
の
制
度
で
、
厚
生
労
働
大

臣
認
可
の
約
款
に
従
っ
て
営
業
す
る

こ
と
を
登
録
し
た
理
容
店
、
美
容
店
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
め
ん
類
飲
食
店

及
び
一
般
飲
食
店
で
は
、
店
頭
に
Ｓ

マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

お知らせ

　
　
　
　

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

　
　
　
　

厚生労働大臣認可
（標準・安全・衛生）
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家
計
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

問
県
統
計
課

　
撒
０
２
８（
６
２
３
）２
２
４
５

　

総
務
省
で
は
、
世
帯
に
お
け
る
家

計
収
支
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
家
計
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
元
年
５
月
か
ら
調

査
を
実
施
し
て
い
る
野
木
町
内
の
対

象
地
区
に
て
、
11
月
に
調
査
世
帯
の

交
替
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
お
宅
に
は
、

栃
木
県
知
事
発
行
の
調
査
員
証
を
携

帯
し
た
調
査
員
が
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
御
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
世
帯
の
皆
様
に
は
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

※
本
調
査
に
お
い
て
個
人
情
報
は
保

　

護
さ
れ
ま
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
ご
み
搬
入

日
の
変
更

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

　

施
設
管
理
課　

　

撒
０
２
８
５（
24
）３
１
９
４

　

中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
小
山
市

大
字
塩
沢
５
７
６

-

15
）
、
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
下
野
市
下
坪
山

１
６
３
２
）
、
南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
野
木
町
大
字
南
赤
塚
１
５
１
３

-

２
）で
は
、
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜

日
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
直
接
搬
入

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
11
月

の
土
曜
日
は
、
次
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

○
変
更
開
場
日��

　

11
月
16
日（
第
３
土
曜
日
）

　

→
搬
入
で
き
ま
す

×
通
常
開
場
日

　

11
月
９
日（
第
２
土
曜
日
）

　

→
搬
入
で
き
ま
せ
ん

※
11
月
23
日
（
第
４
土
曜
日
）は
通

　

常
通
り
の
受
入
と
な
り
ま
す
。

県
南
産
業
技
術
専
門
校

　

「
技
能
講
習
」の
開
催

問
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

　

撒
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３

日
・
容
・
定
・
儡
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

申
各
講
習
会
開
催
日
の
10
日
前

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

煉
瓦
窯
de
マ
ル
シ
ェ
vol.
７

～
コ
ー
ヒ
ー
フ
ェ
ス
タ
～

問
煉
瓦
窯
de
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会

　

小
川

　

撒
０
８
０(

８
０
５
３)

２
９
０
８

　

野
木
町
煉
瓦
窯
で
開
催
す
る
マ
ル

シ
ェ
も
７
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
秋

真
っ
只
中
の
野
木
町
煉
瓦
窯
で
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
雑
貨
、
も
の
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
美
味
し
い
食
べ
物
、

素
敵
な
音
楽
、
そ
し
て
コ
ー
ヒ
ー
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

日
11
月
３
日（
日
）10
時
～
15
時

　

野
木
ホ
フ
マ
ン
館
、
メ
タ
セ
コ
イ

　

ア
並
木
道
、
芝
生
エ
リ
ア
、
駐
車

　

場
の
一
部

出
店
内
容

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
販
売�

30
店

　

も
の
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ�

７
店

　

飲
食
関
係��

９
店

　

コ
ー
ヒ
ー
フ
ェ
ス
タ�

８
店

コ
ー
ヒ
ー
フ
ェ
ス
タ
チ
ケ
ッ
ト
千
円

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ミ
タ
ス
カ
ッ
プ
と

試
飲
コ
ー
ヒ
ー
３
杯
分
）

↓
コ
ー
ヒ
ー
チ
ケ
ッ
ト
予
約
は
こ
ち
ら
↓

https://form
s.gle/sgggY

6rT
N
bqdZ2fr8

詳
し
く
は
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
s://am

eb
lo
.jp
/ren
g
am
arch

e/

お知らせ

講座名 定員 実施期間 受講料

技能検定準備講習（機械検査２級） １０ 12 月３日 ( 火 ) ～４日 ( 水 )
９時～ 16 時 5,040 円

◎県南産業技術専門校「技能講習」プログラム
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詳
し
く
は
、
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
ま

た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

主
な
ガ
イ
ド
配
布
場
所

・
県
本
庁
、
町
生
活
環
境
課
窓
口

菊
川
京
三
の
仕
事　
　
　
　
　

『
國
華
』に
綴
ら
れ
た
日
本

美
術
史

問
栃
木
県
立
美
術
館　
　
　
　
　
　

　

撒
０
２
８（
６
２
１
）３
５
６
６

　

小
山
市
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
菊

川
京
三
は
、
日
本
初
の
美
術
研
究
誌

『
國
華
』の
挿
絵
画
家
と
し
て
数
多
く

の
コ
ロ
タ
イ
プ
木
版
に
よ
る
複
製
図

版
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

生
前
に
菊
川
京
三
本
人
か
ら
栃
木

県
立
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
６
０
０

点
を
超
え
る
複
製
図
版
・
下
絵
を
中

心
に
、
選
り
す
ぐ
っ
た
作
品
を
約
40

年
ぶ
り
に
公
開
し
ま
す
。

日
11
月
２
日（
土
）～
12
月
22
日（
日
）

　

９
時
30
分
～
17
時

　

（
最
終
入
館
は
16
時
30
分
）

休
館
日

　

月
曜
日（
11
月
４
日（
月
）は
開
館
）

　

11
月
５
日（
火
）

儡
一
般　
　

９
０
０
円（
８
０
０
円
）

　

大
高
生　

６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　

中
学
生
以
下
無
料

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

よ
り
お
知
ら
せ

問
（
公
社
）野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

撒（
56
）２
１
３
７

◎
入
会
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て　

日
11
月
14
日（
木
）14
時
～
15
時
30
分

所
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

野
木
町
友
沼
５
８
４
０-
１

　

（
ホ
ー
プ
館
南
側
）

対
60
歳
以
上
で
町
在
住
の
か
た

※
要
予
約
、筆
記
用
具
持
参�

◆
今
月
の
刃
物
研
ぎ
実
施
日

日
11
月
9
日（
土
）９
時
～
13
時
30
分

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
北
側
駐
車
場

　

（
産
業
祭
会
場
）

日
11
月
15
日（
金
）10
時
～
15
時

所
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

儡
３
０
０
円
～

◆「
ス
マ
ホ
の
楽
校
」
開
催
日

日
毎
週
水
曜
日

　

13
時
30
分
～
15
時

所
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

儡
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ（
伊
東
）

　

撒
０
８
０（
３
２
４
９
）１
９
６
５

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校�

「
し
ら
さ
ぎ
祭
」

問
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　

撒
０
２
８
２（
24
）７
５
７
５

日
11
月
16
日（
土
）

　

９
時
30
分
～
14
時
30
分

所
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　

（
栃
木
市
皆
川
城
内
町
１
０
５
３
）

容
児
童
生
徒
に
よ
る
演
技
・
学
習
発

　

表
、
作
品
展
示
、
作
業
製
品
の
即

　

売
、
模
擬
店
等

11
月
は「
と
ち
ぎ
県
民
協

働
推
進
月
間
」で
す

問
栃
木
県
県
民
文
化
課

　

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
４
２
２

　

人
口
減
少
や
超
高
齢
化
に
よ
り
社

会
環
境
が
変
化
す
る
な
か
、
行
政
だ

け
で
は
な
く
、
企
業
・
地
域
団
体
等
、

多
様
な
主
体
が
協
働
し
て
活
力
に
満

ち
た
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
月
間
に
あ
わ
せ
、
社
会
貢
献

活
動
や
協
働
に
つ
い
て
県
民
の
皆
様

に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

県
内
各
地
で
県
・
市
町
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
推
進
す

る
た
め
の
様
々
な
協
賛
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

県
博
デ
ー

問
栃
木
県
立
博
物
館

　

撒
０
２
８（
６
３
４
）１
３
１
１

日
11
月
17
日(

日)

～
県
立
博
物
館
の
日
イ
ベ
ン
ト
～

◇
百
人
一
首
読
み
札
ぬ
り
絵

　

９
時
30
分
～

　

ぬ
り
絵
で
楽
し
く
百
人
一
首
を
学

　

ぼ
う
！

所
２
Ｆ
ロ
ビ
ー　

対
全
年
齢�

申
不
要

※
な
く
な
り
次
第
終
了

◇
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

10
時
10
分
～
12
時

　

館
内
に
は
ク
イ
ズ
が
い
っ
ぱ
い
！�

　

答
え
を
さ
が
し
て
缶
バ
ッ
チ
を
も

　

ら
お
う
！

対
小
中
学
生（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

申
不
要

◇
博
物
館
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
那
須
塩
原
市
疎
水
太
鼓
」

　

10
時
30
分
～
12
時

所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
他　

対
全
年
齢　

申
不
要

◇
キ
ッ
ズ
ツ
ア
ー

　

13
時
30
分
～
14
時

　

小
学
生
向
け
の
解
説
ツ
ア
ー
。
11

　

月
は
武
器
や
よ
ろ
い
の
話
。

所
展
示
室　

対
小
学
生　

申
不
要

お知らせ

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申
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Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
’

Ｓ
キ
ッ
チ
ン　
　
　
　
　
　
　

オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
ピ
オ
カ
の
回

問
町
公
民
館　
　

撒（
57
）４
１
７
７

　

み
ん
な
で
タ
ピ
ろ
う
公
民
館
！

　

タ
ピ
っ
た
ら
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に

載
せ
ま
し
ょ
う
！

日
・
容
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

所
町
公
民
館

対
町
在
住
在
勤
者

定
20
名

儡
５
０
０
円

申
11
月
１
日(

金
）～
８
日（
金
）

○�

講
座
・

教
室
の
申
込
受
付
は
、月

曜
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
～

17
時

門
松
づ
く
り
教
室

問
町
公
民
館　
　

撒（
57
）４
１
７
７

～
日
本
の
伝
統
、
新
春
を
飾
る

　
「
門
松
」を
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

日
12
月
14
日（
土
）９
時
30
分
～
12
時

容
門
松
の
手
づ
く
り

所
町
公
民
館
第
１
・
２
研
修
室

講
師　

オ
ピ
ニ
オ
ン
友
の
会
野
木
支
部

対
町
在
住
者（
個
人
・
親
子
等
参
加
可
）

定
先
着
15
組

儡
１
組
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

持
ち
物　

「
竹
挽
の
こ
ぎ
り
」
を
お
持

　

ち
の
方
は
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
11
月
８
日（
金
）～
27
日（
水
）

　

材
料
費
を
添
え
直
接
町
公
民
館
へ

11
～
12
月
英
会
話
ラ
ウ
ン
ジ

問
町
公
民
館　
　

撒（
57
）４
１
７
７

　

み
ん
な
で
英
会
話
を
楽
し
も
う
！

３
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
・
容
・
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

講
師　

　

ジ
ェ
フ
・
ハ
イ
ク　

氏

所
町
公
民
館

対
町
在
住
在
勤
者
を
優
先　

儡
無
料

申
11
月
１
日（
金
）～
８
日（
金
）

　

直
接
町
公
民
館
へ

※
２
日（
土
）か
ら
電
話
申
込
み
可
能

～
楽
し
く
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を　

　
　
　

踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
～�

野
木
町
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
初
心
者
講
習

問
伴　

和
子　

撒（
56
）０
１
５
５

日
11
月
24
日（
日
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

（
受
付
９
時
～
９
時
30
分
）

所
町
体
育
セ
ン
タ
ー

講
師

　

�（(

公
社)

日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
連
盟
公
認
１
級
指
導
者
・
栃
木

県
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
協
会
長
）

　

安
生　

忠
男　

氏

対
野
木
町
在
住
在
勤
者

　

（
年
齢
・
性
別
不
問
）

儡
無
料

申
当
日
受
付
時
間
内
に
直
接
申
込
み

主
催　

　

野
木
町
文
化
協
会
民
族
舞
踊
部

後
援

　

野
木
町
教
育
委
員
会

※
室
内
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い　

　

（
ス
リ
ッ
パ
・
か
か
と
の
硬
い
靴

　

厳
禁
）

生涯学習

生
涯
学
習

日時 内容 講師

１１月１７日 ( 日 )
１０時～１２時

・タピオカジュース
　作り
・スプーンクッキー
　作り

食生活改善推
進委員
調理師 
三井玲子 氏

◎プログラム

◎１１～１２月英会話ラウンジプログラム

コース・定員 内容・日時

初級者向け
水曜日（１１月１３、２０、２７日）　１０時～１１時
金曜日（１１月１５、２２、２９日）　１０時～１１時
水曜日（１２月４、１１、１８日）　１０時～１１時
金曜日（１２月６、１３、２０日）　１０時～１１時

中級者向け
水曜日（１１月１３、２０、２７日）　１３時３０分～１４時３０分
金曜日（１１月１５、２２、２９日）　１３時３０分～１４時３０分
水曜日（１２月４、１１、１８日）　１３時３０分～１４時３０分
金曜日（１２月６、１３、２０日）　１３時３０分～１４時３０分

子ども向け 金曜日　１５時～１５時３０分（２～３歳対象）
金曜日　１６時～１６時３０分（４～６歳対象）

※途中の入退出はご遠慮願います。
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対
ど
な
た
で
も　

定
２
０
０
名

儡
５
０
０
円（
当
日
集
金
）　

申
不
要

主
催

　

北
関
東
歌
声
喫
茶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

野
木
町
教
育
委
員
会

○�

講
座
・
教
室
の
申
込
受
付
は
、
月

曜
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
～

17
時

○�

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

受
付
は
月
曜
日
、
土
日
祝
日
を
除

く
９
時
～
17
時

第
17
回
町
長
杯�

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

問
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

　

伴　

光
夫　

　
撒（
56
）０
１
５
５

　

撒
０
９
０（
４
３
６
９
）１
１
４
７

日
11
月
14
日(

木)

８
時（
受
付
・
集
合
）

※
雨
天
時
は
翌
日
21
日(

木)

に
順
延

所
あ
じ
さ
い
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
会
員
及
び
町
在
住
在
勤
者

儡
５
０
０
円(
会
員
を
除
く)

申
会
員
以
外
の
一
般
参
加
者
は
11
月

　

５
日(

火)

ま
で
に
問
合
せ
先
へ

野
木
歴
史
文
化
伝
承
会
協
働
講
座　

郷
土
館
親
子
体
験
ツ
ア
ー

問
町
公
民
館　
　

撒（
57
）４
１
７
７

　

野
木
郷
土
館
を
親
子
で
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
参
加
下
さ
い
。

日
11
月
30
日（
土
）10
時
～
11
時
30
分

所
町
郷
土
館

対
町
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
５
組　

儡
無
料

講
師　

野
木
歴
史
伝
承
会
会
員

申
11
月
１
日（
金
）～
15
日（
金
）

　

町
公
民
館
へ
来
館
ま
た
は
電
話
に

　

て
申
込
み　

※
月
曜
日
を
除
く

　
　野

木
歴
史
文
化
伝
承
会
協
働
講
座　
　

郷
土
館
で
昭
和
の
野
木
を
語
る

問
町
公
民
館　
　

撒（
57
）４
１
７
７

　

令
和
の
時
代
に
入
っ
た
こ
と
で
、

昭
和
と
い
う
時
代
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
遠
い
存
在
へ
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
野
木
町
の
誕
生
が
昭
和
38
年
、

現
野
木
町
役
場
に
移
転
し
た
の
が
昭

和
48
年
で
す
。
今
改
め
て
戦
前
・
戦

後
の
野
木
町
で
暮
ら
し
て
こ
ら
れ
た

方
々
を
郷
土
館
に
お
招
き
し
、
昭
和

の
生
活
民
具
を
前
に
野
木
の
昭
和
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
11
月
16
日（
土
）10
時
～
12
時

所
町
郷
土
館　

対
町
在
住
在
勤
者

定
先
着
10
名　

儡
無
料

申
11
月
５
日（
火
）～
10
日（
日
）

　

町
公
民
館
へ
来
館
ま
た
は
電
話
に

　

て
申
込
み

令
和
元
年
度
七
歳
合
同
祝

問
町
公
民
館　
　

撒（
57
）４
１
７
７

　

11
月
15
日（
金
）、
町
内
各
小
学
校

を
会
場
に
町
と
各
学
区
分
館
の
共
催

で
、
七
歳
合
同
祝
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

七
歳
合
同
祝
い
は
、
子
ど
も
達
の

健
や
か
な
成
長
を
地
域
の
み
な
さ
ん

と
お
祝
い
す
る
恒
例
の
行
事
で
す
。

子
供
達
は
町
の
宝
。
元
気
に
の
び
の

び
と
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

う
た
ご
え
喫
茶
in
野
木

問
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
撒（
57
）２
０
０
０

日
11
月
22
日（
金
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

（
受
付
13
時
～
）

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

容
な
つ
か
し
の
う
た
、
秋
の
う
た
、

　

童
謡
等
を
中
心
に
24
曲
程
度
の
プ

　

ロ
グ
ラ
ム

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

ピ
ラ
テ
ィ
ス
講
座

問
元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ

　

撒（
57
）４
１
８
７

日
12
月
３
日(

火)

、10
日(

火)

、

　

17
日(

火)　

全
３
回

　

13
時
30
分
～
15
時

所
町
公
民
館
２
階　

第
２
・
３
和
室

対
ど
な
た
で
も　

定
20
名

儡
ク
ラ
ブ
会
員　

６
０
０
円

　

非
会
員　
　

１
２
０
０
円

講
師

　

Ｆ
Ｔ
Ｐ
認
定
ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ
ン
ス

　

ト
ラ
ク
タ
ー　

　

菊
地　

幸
子　

氏

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ

　

オ
ル
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま

　

た
は
バ
ス
タ
オ
ル
を
必
ず
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
。

申
11
月
12
日(

火)

～
22
日(

金)

の
間

　

に
参
加
費
を
添
え
、
直
接
問
い
合

　

わ
せ
先
へ

生涯学習・スポーツ

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申
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ー
ツ
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元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

第
４
回
野
木
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
親
善

交
流
大
会

問
野
木
Ｂ
Ｔ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　

岡
田
晶
子

　

撒（
51
）５
５
６
６

日
11
月
17
日(

日)

９
時
30
分
～
18
時

所
町
体
育
セ
ン
タ
ー

対
町
内
在
住
及
び
近
県
の
小
中
学
生

　

経
験
者

定
20
名

種
目　
　
　

　

シ
ン
グ
ル
ス
、団
体
チ
ー
ム
対
抗

儡
ク
ラ
ブ
会
員　

５
０
０
円

　

非
会
員　
　
　

７
０
０
円　
　

※
保
険
代
含
む　

当
日
徴
収

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
体

　

育
館
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、飲
み
物
、

　

昼
食
、バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

申
11
月
５
日(

火)

～
11
日(

月)

　

問
い
合
わ
せ
先
へ

乗
馬
体
験
学
習

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）４
１
８
７

日
12
月
７
日(

土)

、15
日(

日)

、

　

18
日(

水)　

受
付
９
時
～　

※
雨
天
決
行

所
乗
馬
ク
ラ
ブ
ク
レ
イ
ン
栃
木　
　

　

(

野
木
ホ
フ
マ
ン
館
隣)

対
町
在
住
の
小
学
１
年
生
～
75
歳

　

(

未
成
年
者
は
親
権
者
同
伴)

定
各
日
上
限
15
名

儡
２
０
０
円(

保
険
代)

申
11
月
12
日(

火)

～
26
日(

火)

　

参
加
費
を
添
え
て
問
合
せ
先
へ

持
ち
物　

長
ズ
ボ
ン(

足
首
ま
で
の

　

長
さ
の
あ
る
物)

、
靴
下
、
手
袋

協
力　

乗
馬
ク
ラ
ブ
ク
レ
イ
ン
栃
木

○�
講
座
・
教
室
の
申
込
受
付
は
、月
曜

を
除
く
９
時
～
17
時

野
木
ホ
フ
マ
ン
館
歴
史
講
演
会　

謎
の
邪
馬
台
国
卑
弥
呼

は
ど
こ
に

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

　　

謎
に
つ
つ
ま
れ
た
、
弥
生
時
代
か

ら
古
墳
時
代
に
活
躍
し
た
卑
弥
呼
の

時
代
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
倭

国
の
女
王
卑
弥
呼
が
都
と
し
た
邪
馬

台
国
と
は
？
さ
ら
に
は
、
卑
弥
呼
と

い
う
人
物
は
誰
な
の
か
、
古
代
史
に

せ
ま
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

日
11
月
17
日（
日
）14
時
～
16
時

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
研
修
室

対
町
内
外
を
問
わ
ず
興
味
の
あ
る
方

定
50
名　

儡
無
料

講
師　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

宇
都
宮
教
室
講
師

　
　
　

髙
橋　

昭
夫　

氏

申
11
月
６
日（
水
）～
13
日（
水
）

絵
画
教
室
・
煉
瓦
窯
編

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

　

紅
葉
し
た
メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
背
景

に
、
秋
の
煉
瓦
窯
を
描
い
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

普
段
か
ら
水
彩
画
に
親
し
ん
で
い

る
方
も
、
最
近
道
具
を
休
ま
せ
て
い

る
方
も
、
窯
の
近
く
の
好
き
な
場
所

か
ら
じ
っ
く
り
描
く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

水
彩
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ア
ド
バ

イ
ス
で
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
作
品
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
！

日
11
月
23
日(

土
・
祝)

　

９
時
30
分
～
12
時

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
研
修
室
、
煉
瓦

　

窯
敷
地
内

対
町
在
住
在
勤
で
、
水
彩
画
の
経
験

　

の
あ
る
方(

小
学
生
は
保
護
者
同
伴)

定
20
名　

儡
無
料

持
ち
物　

水
彩
道
具
一
式

※
紙
は
４
号
か
ら
６
号
ま
で
の
サ
イ

　

ズ
か
ら
ご
用
意
下
さ
い

講
師　

日
本
水
彩
画
会
会
友

　
　
　

村
田　

安
旦　

氏

申
11
月
１
日(

金)

～
15
日(

金)

　

電
話
ま
た
は
直
接
野
木
ホ
フ
マ
ン

　

館
へ

そ
の
他　

完
成
し
た
作
品
は
、
来
年

　

度
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
展
示
し
ま
す
。

　

(

希
望
者
の
み)

天
然
素
材
で
リ
ー
ス
を

つ
く
り
、
ク
リ
ス
マ
ス

を
演
出
し
よ
う
!!

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

日
12
月
８
日(

日)

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分�

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
石
窯
前
作
業
台

対
野
木
町
お
よ
び
近
隣
の
人

定
先
着
10
名

講
師　

青
田　

隆
子　

氏　

他

儡
５
０
０
円(

材
料
費)

※
当
日
集
金

申
11
月
26
日(

火)

～
30
日(

土)

　

電
話
ま
た
は
直
接
野
木
ホ
フ
マ
ン

　

館
へ

そ
の
他　

剪
定
ば
さ
み
持
参
で
、
作

　

業
の
出
来
る
服
装
で
お
願
い
し
ま

　

す
。
雨
天
決
行
で
す
。

スポーツ・野木ホフマン館

野
木
ホ
フ
マ
ン
館
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問
町
立
図
書
館　

撒（
５７
）２
８
１
１

○�

開
館
時
間
は
、９
時
30
分
～
18
時

　

貸
出
カ
ー
ド
は
３
年
毎
に
更
新
が

必
要
で
す
。

　

更
新
の
際
は
身
分
証
明
書
の
呈
示

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。(
更
新
時

期
に
な
り
ま
し
た
ら
、
カ
ウ
ン
タ
ー

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

カ
ー
ド
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
ま
す
。)

お
は
な
し
会

☆
グ
レ
ー
ス
森

日
11
月
１
日(

金)

11
時
～
11
時
30
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　

♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
幼
児

☆
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま(

図
書
館
職
員)

日
11
月
９
日(

土)

11
時
～
11
時
30
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ　

♪
工
作
等

対
幼
児
～
小
学
生

☆
昔
話
の
会

「
子
ど
も
の
た
め
の
お
は
な
し
会
」　

　

-

日
本
と
グ
リ
ム
の
お
は
な
し-

日
11
月
10
日(

日)

15
時
～
15
時
30
分

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

「
な
ら
梨
と
り
」（
お
は
な
し
）

　

「
こ
び
と
と
く
つ
や
」（
絵
本
）
他

対
３
歳
位
～
小
学
生

☆
ピ
ノ
キ
オ

日
11
月
12
日(

火)

、19
日(

火)

、26
日

　

(

火)　

11
時
～
11
時
20
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ　

♪
紙
芝
居

　

♪
手
あ
そ
び

対
幼
児

☆
く
れ
よ
ん

日
11
月
16
日(

土)

11
時
～
11
時
30
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ　

♪
紙
芝
居

　

♪
手
遊
び　

♪
工
作
等

対
幼
児

※
会
場
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

　

で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

　

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
で

あ
そ
ぼ
う
！

☆
ひ
よ
こ
の
会

日
12
月
５
日(

木)

11
時
～
11
時
30
分

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

容
♪
わ
ら
べ
う
た　

♪
絵
本
あ
そ
び

対
０
歳
～
２
歳

図
書
館
読
書
サ
ロ
ン

問
松
澤
０
９
０（
７
７
３
０
）１
９
６
６

～
好
き
な
作
品
に
つ
い
て　
　
　
　

　
　
　
　
　

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
～

　

心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
本
、
楽
し
く

読
ん
だ
本
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
本
な

ど
を
紹
介
し
あ
い
、
読
書
の
楽
し
さ

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
作
品
の
種

類
を
問
い
ま
せ
ん
。

日
11
月
10
日(

日)

14
時
～
16
時

所
図
書
館
２
階
研
修
室

儡
無
料

申
不
要

主
催　

読
書
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
団

第
５
回
図
書
館
ま
つ
り

日
11
月
30
日（
土
）９
時
30
分
～
15
時

◆
子
ど
も
の
イ
ベ
ン
ト

　

お
は
な
し
会
・
か
わ
い
い
ス
ト

　

ラ
ッ
プ
づ
く
り
・
折
り
紙
あ
そ
び
・

　

図
書
館
探
検
・
的
あ
て
ゲ
ー
ム

◆
大
人
の
イ
ベ
ン
ト

　

図
書
館
寄
席
・
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
コ
ン
サ

　

ー
ト
・
朗
読
会
・
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

◆
お
い
し
い
イ
ベ
ン
ト

　

お
い
し
い
屋
台
・
図
書
館
カ
フ
ェ
・

　

こ
ど
も
の
駄
菓
子
屋
・
パ
ン
等
の

　

販
売

◆
表
彰
式

・
第
６
回
キ
ラ
リ
と
光
る
読
書
の
ま
ち
野

　

木
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

・
令
和
元
年
度
野
木
町
読
書
ノ
ー
ト

　

「
多
読
賞
」
表
彰
式

日
11
月
30
日(

土)

13
時
～

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

◆
リ
サ
イ
ク
ル
市

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。
詳
し
く
は
ポ
ス
タ
ー
・
チ

　

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
図
書
館
ま
つ
り
当
日
は
、
学
習
室

　

は
使
え
ま
せ
ん
。

※
駐
車
場
は
図
書
館
及
び
ホ
ー
プ
館

　
に
な
り
ま
す
。
当
日
は
大
変
混
雑

　
し
ま
す
の
で
、
ホ
ー
プ
館
へ
の
駐

　
車
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
し
ょ
か
ん

としょかん



（33）

リ
サ
イ
ク
ル
市

　　

本
の
有
効
活
用
の
た
め
に
希
望
者

に
無
償
で
お
譲
り
い
た
し
ま
す
。

　

意
外
な
出
会
い
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
11
月
30
日(

土)
～
12
月
１
日(

日)

　

９
時
30
分
～
15
時

所
図
書
館
２
階
研
修
室

冊
数　

１
日
目
の
午
前
中
の
み
、
お

　

１
人
様
20
冊
ま
で
。
そ
の
後
は
状

　

況
に
よ
り
変
更
し
ま
す
。

※
お
持
ち
帰
り
の
た
め
の
袋
等
は
、

　

各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

図
書
館
音
楽
サ
ロ
ン

～
ゴ
ス
ペ
ル
の
素
敵
な
体
験
と　
　
　
　

　

真
空
管
ア
ン
プ
の
響
き
を
楽
し
も
う
～

問
小
湊
０
８
０（
２
２
６
５
）４
８
６
４

日
12
月
８
日(

日)

13
時
30
分
～
16
時

　

（
出
入
り
自
由
で
す
）

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

①
リ
ク
エ
ス
ト
曲
の
演
奏

　

真
空
管
ア
ン
プ
の
透
明
な
、
奥
深

い
響
き
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

お
気
に
入
り
の
Ｃ
Ｄ
、
レ
コ
ー
ド
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、
音
楽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

お
持
ち
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
ゴ
ス
ペ
ル
（
15
時
ご
ろ
か
ら
）

【
出
演
】　

R
ejo
ice�A

lw
a
y
s

（
小
山

　

市
）の
皆
さ
ん

儡
無
料　

申
不
要　

共
催　

読
書
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
団

　
　
　

ひ
ま
わ
り
真
空
管
ク
ラ
ブ

としょかん

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

野
木
小　
　

11
月
５
日（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
５
分
～
13
時
45
分

　
　
　
　
　

11
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
　

13
時
５
分
～
13
時
45
分

友
沼
小　
　

11
月
６
日(

水)

　
　
　
　
　

12
時
40
分
～
13
時
30
分

新
橋
小　
　

11
月
12
日(

火
）

　
　
　
　
　

13
時
５
分
～
13
時
50
分

南
赤
塚
小　

11
月
13
日(

水
）

　
　
　
　
　

13
時
～
13
時
40
分

佐
川
野
小　

11
月
19
日(

火
）

　
　
　
　
　

12
時
50
分
～
13
時
20
分

※
新
着
図
書
案
内
は
、
図
書
館
内
に

　

掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。
図
書
館
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ（
資
料
検
索
→
新
着

　

資
料
検
索
）で
も
確
認
で
き
ま
す
。

「広報のぎ」に掲載する有料広告を募集します

　モノクロ１段枠（横１７５㎜×縦４０㎜）１６,０００円／月　※この記事のサイズが「１段枠」です。
　モノクロ半段枠（横８５㎜×縦４０㎜）　８,０００円／月
　※審査の結果、掲載できない場合があります　
　※詳しいことはお問い合わせください

問　総務課（５７）４１３４

広　　告
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新
橋
児
童
館問

撒（
57
）９
１
５
５

11
月
の
休
館
日

　

３
日(

日)

、
４
日
（
月
）、

　

６
日（
水
）、
23
日（
土
）

興
エ
ビ
カ
ニ
ク
ス
音
楽
体
操

日
11
月
８
日(

金)

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
幼
児（
１
歳
～
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

持
ち
物　

タ
オ
ル
・
飲
み
物

興
わ
ら
べ
う
た

　

親
子
で
わ
ら
べ
う
た
に
親
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
11
月
11
日(

月)

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
～
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
乳
児
ぴ
よ
ぴ
よ
組

日
11
月
12
日
ベ
ビ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
　
　

19
日
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　

26
日
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
乳
児（
０
歳
）と
保
護
者

定
各
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

持
ち
物（
19
日
・
26
日
）　

　

バ
ス
タ
オ
ル
・
飲
み
物

興
幼
児
う
さ
ぎ
組

日
11
月
13
日
ヨ
コ
ミ
ネ
式
体
操

　
　
　

20
日
レ
ッ
ツ
！
リ
ト
ミ
ッ
ク

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
幼
児（
１
歳
～
６
歳
）と
保
護
者

定
各
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興E
n
jo
y
�E
n
g
lish

「
秋
の
お
う
た
」

日
11
月
21
日(

木)

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
幼
児（
１
歳
～
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
お
は
な
し
ラ
ン
ド（
冬
じ
た
く
）

日
11
月
22
日(

金)

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
～
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
か
ら
だ
動
か
そ
！
「
よ
さ
こ
い
ソ

　

ー
ラ
ン
節
」

日
11
月
24
日（
日
）14
時
～
15
時

対
小
学
生　

定
20
名
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
お
お
き
く
な
っ
た
ね（
身
体
測
定
）

日
11
月
25
日(

月)

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
～
６
歳
）と
保
護
者

儡
無
料　

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興E
n
g
lish
�C
lu
b

「
園
児
の
た
め

　

の
英
語
」

日
11
月
28
日(

木)

　

15
時
30
分
～
16
時
30
分

対
幼
児（
３
歳
～
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
お
誕
生
会（
10
・
11
月
生
ま
れ
）

日
11
月
29
日（
金
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
～
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
季
節
の
お
部
屋
飾
り

　

手
作
り
で
児
童
館
を
ク
リ
ス
マ
ス

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
！

日
11
月
30
日(

土)

14
時
～
15
時

対
小
学
生　

定
20
名
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

★
９
の
つ
く
日
は
卓
球
の
日
！
（
終
日
）

日
11
月
９
日（
土
）・
19
日（
火
）・
29�

　
日（
金
）

対
全
利
用
者(

乳
幼
児
は
保
護
者
同
伴)

興
ピ
ア
ノ
の
じ
か
ん
♪
（
ピ
ア
ノ
開
放
）

日
11
月
２
日（
土
）14
時
～
16
時

対
全
利
用
者(

乳
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

※
新
橋
児
童
館
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
を

　

実
施
の
間
、
参
加
者
以
外
の
方
も

　

施
設
内
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　

定
員
に
な
り
次
第
〆
切
と
な
り
ま

　

す
。
詳
し
く
は
児
童
館
ま
で
お
問

　

合
せ
く
だ
さ
い
。

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

こどもひろば

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

日 容 儡所 定対 申
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あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

問
撒（
54
）１
４
４
０

11
月
の
休
館
日

　

３
日(

日)
、
４
日
（
月
）、

　

６
日（
水
）、
23
日（
土
）

　

児
童
セ
ン
タ
ー
は
０
歳
～
18
歳
ま

で
の
方
及
び
そ
の
保
護
者
の
方
々
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
で
す
。

興
げ
ん
キ
ッ
ズ

　

秋
だ
！
頑
張
れ
！
運
動
会
！

日
11
月
９
日（
土
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
４
歳
以
上
の
幼
児
と
保
護
者　

儡
無
料

持
ち
物　

室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
11
月
８
日（
金
）ま
で

興
１
２
０
％
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

《
靴
飛
ば
し
》
で
セ
ン
タ
ー
記
録

に
チ
ャ
レ
ン
ジ

日
11
月
13
日（
水
）

　

下
校
後
～
16
時
30
分

対
小
学
生　

申
不
要

※
時
間
内
に
来
館
し
て
く
だ
さ
い

興
や
っ
て
み
よ
う

　

壁
面
の
飾
り
を
作
ろ
う
！
自
由
工

作
も
で
き
る
よ
！

日
11
月
15
日（
金
）～
17
日（
日
）

　

13
時
～
17
時

対
全
利
用
者　

儡
無
料　

申
不
要

※
時
間
内
に
来
館
し
て
く
だ
さ
い

興
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

み
ん
な
で
楽
し
く
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
し
よ
う
！

日
11
月
17
日（
日
）11
時
～
12
時

対
小
学
生
以
上　

定
15
名
程
度

儡
無
料

持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

　

ル
、
飲
み
物

申
11
月
16
日（
土
）ま
で（
電
話
可
）

興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

オ
イ
ル
を
使
わ
な
い
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
。
マ
マ
と
お
子
様
で
ゆ
っ
た

り
タ
イ
ム
を
ど
う
ぞ
。

日
11
月
25
日（
月
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
12
か
月
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡
無
料

持
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル　

１
枚

　
　
　
　

バ
ス
タ
オ
ル　
　
　

１
枚

申
11
月
７
日（
木
）～
24
日（
日
）　
　

　

（
電
話
可
）

興
将
棋
道
場

　

地
域
の
方
々
と
将
棋
対
局
し
よ
う
！

日
11
月
27
日(

水
）

　

15
時
30
分
～
16
時
30
分

対
小
学
生
・
地
域
の
方

儡
無
料　

申
不
要

※
時
間
内
に
来
館
し
て
く
だ
さ
い

興
マ
マ
の
時
間

　

子
育
て
マ
マ
さ
ん
に
よ
る「
ロ
ゼ

　

ッ
タ
」つ
く
り
で
す
。大
・
小
２
つ

　

の
ロ
ゼ
ッ
タ
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

日
11
月
29
日（
金
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
乳
幼
児
と
保
護
者　

定
15
組
程
度

儡
１
組
５
０
０
円

持
ち
物　

ス
リ
ッ
パ

申
11
月
１
日（
金
）～
21
日（
木
）

　

（
電
話
不
可
）

興
ウ
ィ
ン
タ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

夜
の
セ
ン
タ
ー
で
遊
ぼ
う
☆

日
12
月
７
日（
土
）18
時
45
分
～
21
時

対
小
学
生　

定
15
名

儡
１
人
５
０
０
円
（
お
弁
当
代
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
11
月
10
日（
日
）～
30
日（
土
）

　

（
電
話
不
可
）

※
保
護
者
の
送
迎
必
須

今
月
の
子
育
て
サ
ロ
ン
遊
び
の
特
別

メ
ニ
ュ
ー
は
・
・
・

《
ト
ミ
カ
遊
び
》
で
す
。

日
11
月
25
日（
月
）10
時
～
12
時

※
こ
の
他
に
も
、
年
齢
に
合
わ
せ
た

　

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
野
木
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

又
は
お
た
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
橋
児
童
館
・

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

合
同
イ
ベ
ン
ト

興
で
か
け
隊
！

　

お
友
達
と
一
緒
に
電
車
に
乗
っ
て

遊
び
に
行
っ
て
み
よ
う
。

日
11
月
27
日（
水
）

　

９
時
15
分　

野
木
駅
集
合

　

12
時
30
分　

野
木
駅
解
散
予
定

対
６
ヶ
月
以
上
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定
20
組
程
度

儡
１
人
１
０
０
円

※
電
車
代
別
途

申
11
月
１
日（
金
）～
20
日（
水
）

※
休
館
日
を
除
く

※
電
話
不
可

そ
の
他

　

新
橋
児
童
館
・
あ
か
つ
か
児
童
セ

ン
タ
ー
の
ど
ち
ら
か
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。

こどもひろば



（36）

名　称 日　時 場所等 内容・対象 相談員 問い合わせ先

人権・行政
合同相談

11 月１3 日（水）
９時～１２時
【受付は 11:30 まで】

ひまわり館
( 町総合サポートセンター）

・人権に関する相談
・行政の仕事に関す
る意見、要望、相談

人権擁護委員
行政相談委員
県民相談員

生活環境課
撒（５７）４１３２　

みんなの
人権１１０番

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０

人権問題について
の相談
差別や虐待、パワ
ハラ、嫌がらせ、
いじめなど

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３）１１０

女性の人権
ホットライン

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（０７０）８１０
　　　（全国共通）

夫・パートナーか
らの暴力やストー
カー行為、女性に
対する差別など、
女性をめぐる様々
な相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

子どもの人権
１１０番

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０１２０（００７）１１０
　　　（全国共通）

いじめや体罰、虐待
など、子どもの人権
問題に関する相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

ＤＶ相談 月～金曜日（祝日を除く）
８時３０分～１７時１５分 町生活環境課

配偶者・パートナー
からの身体的、精
神的、性的などの
暴力に対する相談

町職員 生活環境課
撒（５７）４１３２

児童虐待相談

月～金曜日（祝日を除く）
８時３０分～１７時１５分

こども教育課
撒０２８０（５７）４１３８

児童虐待について
の相談・通告

町職員
相談員

こども教育課
撒（５７）４１３８

２４時間いつでも
（休日・夜間）
児童相談所全国共通
ダイヤル
撒１８９（いちはやく）

行政書士専門
相談

11 月 27 日（水）
１０時～１２時

ホープ館
( 町老人福祉センター）

相続や遺言、農地転
用、開発行為など
・予約制
・ 随時受付
　（先着４名）

行政書士 行政書士会小山支部
撒０２８５（４５）０２９７

法 律
（ 弁 護 士 ） 
相 談

11 月 21日（木）要予約
１０時～１２時
【12 月の開催日】
12 月19 日（木）１０時～１２時

（11月22日（金）～予約受付）

ホープ館
( 町老人福祉センター）

財産・扶養・土地・金銭
貸借・賠償・離婚など
の問題に関する相談
・原則年度内に２回まで

弁護士 町社会福祉協議会
撒（５７）３１００

法テラス栃木 平日９時～２１時
土曜９時～１７時

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

法的な困りごと 相談員 法テラス栃木
撒０５０（３３８３）５３９５

栃木県司法書
士会総合相談
センター

【小山会場】
毎月第３土曜日（要予約）
１０時～１５時

【電話相談】
毎週土曜日
１０時～１５時

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室

【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

不動産関係、会社
関連、裁判所手続
関連、成年後見関
連の相談、供託、
消費者金融会社等
の借金整理

司法書士 司法書士会
撒０２８（６１４）１１２２

行政書士電話
相談センター

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１７時

電話相談
撒０２８（６３８）０９１９

成年後見・相続・遺
言・契約書・許認可 行政書士 行政書士会

撒０２８(６３５)１４１１

消費生活相談
月～木曜
９時～１２時
１３時～１６時

町産業課内
消費生活センター

契約や取引に関す
る消費者トラブル 相談員 町消費生活センター

撒（２３）１３３３

借金で悩んで
いませんか

平日
８時３０分～１２時
１３時～１７時

電話または面談
撒０２８（６３３）６２９４

専門の相談員が丁寧
にお話を伺います 相談員

財務省関東財務局
宇都宮財務事務所
撒０２８（６３３）６２９４



（37）

相談コーナー
名　称 日　時 場所等 内容・対象 相談員 問い合わせ先

総合相談 月～土曜日
８時３０分～１７時１５分

ひまわり館
( 町総合サポートセンター）

健康・福祉及び子
育てなど

社会福祉士
保健師
保育士

ひまわり館
( 町総合サポートセンター）
撒（３３）６８７８

心配ごと相談 11 月 6 日（水）
１０時～１２時

ホープ館
( 町老人福祉センター）

日頃の悩みなど日
常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

町社会福祉協議会
撒（５７）３１００

野木町地域包括
支 援 セ ン タ ー

月～金曜日
８時３０分～１７時１５分

（緊急時は上記以外でも）

【本センター】
ひまわり館
( 町総合サポートセンター）

【サブセンター】
ホープ館（町老人福祉
センター）内

高齢者についての
介護相談・総合的
な相談

保健師
社会福祉士
介護支援専門員

本センター
撒（５７）２４００
サブセンター
撒（２３）２２００

こころの相談 11月７日（木）（要予約）
１０時～１２時 町公民館 メンタルヘルス相談 心理士 健康福祉課

撒（５７）４１７１

よりそい 
ホットライン ２４時間いつでも 電話相談

撒０１２０（２７９）３３８
生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺
念慮などの幅広い悩み

相談員
一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
死admin@279338.jp

いのちの電話
３６５日２４時間

（毎月１０日はフリーダイ
ヤル実施日）

【電話相談】
○３６５日２４時間
撒０２８(６４３)７８３０
○毎月１０日 (フリーダ
イヤル実施日）
撒０１２０（７８３）５５６

自殺予防相談 相談員
栃木いのちの
電話事務局
撒０２８（６２２）７９７０

子育てサロン

11 月1８日（月）
10時～12時 新橋児童館 子育てについて 児童館職員、子育てサロ

ンボランティアえくぼ
新橋児童館
撒（５７）９１５５

11 月25日（月）
１０時～１２時 あかつか児童センター 子育てについて センター職員、子育てサ

ロンボランティアえくぼ
あかつか児童センター
撒（５４）１４４０

健康相談 毎週水曜日（要予約）
午前中 町保健センター 健診結果や健康に

ついて
保健師
栄養士

健康福祉課
撒（５７）４１７１

幼児ことばの
教室

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時、１３時～１７時

幼児ことばの教室
（町武道館裏）
（窓口：こども教育課）

ことばの発育で気
になる事など 言語聴覚士 幼児ことばの教室

撒（５７）４２０９

教育相談 月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時、１３時～１７時 こども教育課 児童生徒・保護者の方の

悩み、教育に関する相談 相談員 こども教育課
撒（５７）４２０９

あすなろ教育
相談

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時、１３時～１５時

あすなろ教室相談室
（町武道館裏）

不登校に関する相
談 相談員 あすなろ教育相談室

撒（５７）４１８９

野木町障がい
者虐待防止セ
ンター

（来所）月～金曜日
　　　（祝日を除く）
　　　８時３０分～１７時１５分

（電話）随時

○来所
　町保健センター
○電話相談
　（平日）（５７）４１９６
　（休日・夜間）
　０９０（３２４６）２２６０

障がい者の虐待に
ついての相談・通報 町職員 健康福祉課

撒（５７）４１９６

障がい者相談

月～金曜日
８時３０分～１７時１５分

ひまわり館
( 町総合サポートセンター）

障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）６９５１

月～金曜日
１０時～１７時

NPO 法人みらい
（丸林 371-12）

障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員 NPO 法人みらい
撒（５７）２６７３

パソコンサロン
11 月 14 日（木）
１３時３０分～１５時３０分
11 月 16 日（土）
９時３０分～１１時３０分

町公民館 パソコン初心者対
象の相談室 パソコンサロン会員 町公民館

撒（５７）４１７７

交通事故巡回相談
毎月第２・第４火曜日
１０時～１１時２０分
１３時～１４時２０分

小山市役所
市民相談室

（市役所地下）
交通事故での損害賠
償や示談交渉など 交通事故相談員

小山市役所
生活安心課
撒０２８５（２２）９２８２

不動産無料相談
毎月２３日（土日祝に重
なる場合はその前日）
１３時３０分～１６時３０分

（要予約）

（公社）栃木県宅地建
物取引業協会県南支部

（栃木市大宮町2617-15）
土地・建物など不動
産取引に関する相談

（公社）宅地建物取引
業協会の相談員

（公社）栃木県宅地建物
取引業協会県南支部
撒０２８２（２７）９０８８
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関東どまんなかサミット情報

小山市（栃木県）

祝 間々田のじゃがまいた国重要無形民俗文化財指定記念
祝 小山市制65周年記念事業市民オペラ「小山物語」

　5年ぶりの再演。中世小山を舞台にした創作オペラ
「小山物語」（全3幕）を公募した出演者、合唱、オーケ
ストラの参加により上演します。

日時　12 月 8 日 (日)　14 時～（開場 13 時 30 分）
会場　文化センター大ホール
チケット　一般／前売り券3,000円、当日券3,500円
　　　　　学生券（大学生以下）／1,500円（前売り・当日共通）
　　　　　全席自由　
　　　　　※ 3 歳未満の方の入場はご遠慮ください
プレイガイド  文化センター撒 0285(22)9552
 生涯学習センター撒 0285(22)9111
その他　本公演は宝くじの助成を受けて実施します。
問　　　小山市文化振興課 撒 0285(22)9662

加須市（埼玉県）

　「加須市合併10周年記念 加須市ふるさと写真・動画コンクール」
作品募集

【写真の部】
〇一般の部　テーマ　「未来に残したい加須」
応募期間　12月23日(月)～令和2年1月10日(金)
〇小・中学生の部　テーマ　「加須の今と昔」
※一般・小中学生の部共に渡良瀬遊水地は全域を含める
応募期限　令和2年1月10日(金)

【動画の部】　
テーマ　「未来に残したい加須」
応募期間　12月2日(月)～令和2年1月10日(金)
※規格や応募方法など詳しくは、市ホームページをご
　覧ください。
問　シティプロモーション課 撒 0480(62)1111

栃木市（栃木県）

TOCHIGI TODAY’S MARKET
　月替わりで趣向を凝らした異な
るテーマを掲げ、栃木市の魅力に
触れる事ができるイベントです。
　市内外の農家さんや素敵な飲食
店さん、そしてクラフト作家さん、
更には音楽まで！魅力的な出店者
さん達が一堂に会します。今回の
テーマは『パンとコーヒー』。是非
お越しください！

日時　11 月 23 日（土）
　　　10 時～ 16 時
場所　とちぎ山車会館前広場 
　　　( 栃木市万町 )
問　　栃木市観光振興課　　
　　　撒 0282（21）2373

古河市（茨城県）

第 159 回古河提灯竿もみまつり
　20ｍ近い竹竿の先に付けた提灯の
火を消し合う「関東の奇祭」。 市内各
団体が体をぶつけ合いながら竹竿を
激しくもみ合う様は、実に勇壮で見
ごたえがあります。

日時　12 月 7 日 (土)
時間　16 時～ 21 時
　　　( 小雨決行 )
場所　古河駅西口おま
　　　つり特設会場
問　　古河市観光協会
　　　( 観光物産課内 )
　撒 0280（23）1266

板倉町（群馬県）

木久蔵流　笑うが一番
日時　12月14日(土)
時間　18時30分開講（18時開場）
会場　中央公民館大ホール
講師　落語家　林家木久蔵
チケット　500 円
※板倉町役場教育委員会窓口・各
　公民館・わたらせ自然館・文化
　財資料館にて購入できます。（電
　話予約可）
問　板倉町生涯学習係（中央公民館）
　　撒 0276（82）2435

野木町煉瓦窯を未来に残すために、
寄附金・募金を受け付けています

問野木ホフマン館撒（３３）６６６７

【ご協力いただいた寄附金・募金（９月末現在）】
　寄附金             １０,４０５,３７２円
　（内ふるさと納税 ４,６０９,０００円）
　募　金               １,３２４,３９３円
　今までの累計    １１,７２９,７６５円

　野木町煉瓦窯累計見学者数        ６６，８２８人
　野木ホフマン館累計来館者数   ２１５，８６９人

野木町煉瓦窯・ホフマン館の状況（９月末現在）

不審者情報、事故発生場所ホームページ
　→ http://www.machi-info.jp/machikado/police_pref_　　
　　　　　　　　　　　　tochigi/app/app_accident.html

町内の交通事故

９
月
累
計

件数 ３

死者 ０

傷者 ３

元
年
累
計（
前
年
比
）

件数
（増減）

２７
（-９）

死者
（増減）

３
（３）

傷者
（増減）

２７
（-２４）

町内の犯罪発生件数

９
月
累
計

空き巣 １

自動車盗 １

車上ねらい １

自転車盗 ０

元
年
累
計（
前
年
比
）

空き巣
（増減）

７
（-４）

自動車盗
（増減）

３
（-３）

車上ねらい
（増減）

６
（-１３）

自転車盗
（増減）

７
（１）

町内の救急出動

９
月
累
計

出場
件数 １０５

搬送
人員 １０３

元
年
度
累
計（
前
年
度
比
）

出場
件数
（増減）

５２２
（-２３）

搬送
人員
（増減）

４９２
（-１３）



（39）

ゆ～らんど（野木町健康センター）お知らせ
★新館にてフィットネススタジオを開催いたします。トレーニングシューズをご持参下さい（毎週木・金・土曜日）
★馬場純子先生による “ やさしいヨガ教室 ” を開催しております。（毎週月曜日、１０：３０～１１：３０まで）
★無料カラオケを開催しております。（毎週月～金曜日、１０：３０～１４：００まで）
★１１月のお風呂　　温泉　　（男女露天風呂）９日（土）10 日（日）23 日（土）24 日（日） 《西那須野温泉大鷹の湯》
※開館時間 10：00 ～ 20：00 酒類の持ち込み禁止　　※ゆ～らんどに入館する際に入場料が必要になります。
※都合により変更、臨時休館になる場合がございます。詳しくはお問い合わせください。

住所：野木町南赤塚１５１４-1
電話：０２８０（５７）０７５５
指定管理者：宮ビルサービス㈱
休館日：火曜日

令和元年台風第１５号 千葉県災害の義援金受付
　
　この度の令和元年台風第１５号千葉県災害の義援金受付を次のとおり行ってい
ます。皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

　【受付期間】令和元年１０月１日（火）～１１月３０日（土）
　
　【口座振込】
　　（※口座振込は１１月２９日(金)までとなります。）
　・足利銀行 野木支店
　・栃木銀行 野木支店
　・足利小山信用金庫 野木支店
　・小山農業協同組合 野木支店
　※町内金融機関に備付けの振込用紙で振込みをお願いします。
　※ＡＴＭからでもお振込できますが、振込手数料は有料となりますので
　　ご注意ください。

　
　（振込先口座）足利銀行　野木支店　普通預金　５０５３１９０
　（口座名義）    令和元年台風第１５号千葉県災害義援金
　 野木町会計管理者 栗田幸一
  　 ﾚｲﾜｶﾞﾝﾈﾝﾀｲﾌｳﾀﾞｲｼﾞｭｳｺﾞｺﾞｳﾁﾊﾞｹﾝｻｲｶﾞｲｷﾞｴﾝｷﾝ
  　　 ﾉｷﾞﾏﾁｶｲｹｲｶﾝﾘｼｬ　ｸﾘﾀｺｳｲﾁ

　　〈募金箱設置箇所〉
　　　野木町役場　本館１階　住民課、本館２階　総務課、
　　　野木町保健センター、野木町公民館、野木町図書館、
　　　エニスホール、ゆ～らんど、きらり館、野木ホフマン館、
　　　ひまわり館（総合サポートセンター）

〈口座振込〉　問会計課　撒（57）4102
〈 募　 金 〉　問税務課　撒（57）4124
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な
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運
転
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者
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対
象
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返
納
日
が
平
成
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年
４
月
１
日

以
降
の
方（
交
付
は
一
回
の
み
）

交
付
枚
数　

20
枚

申
請
に
必
要
な
も
の

　

運
転
経
歴
証
明
書
又
は
申
請
に
よ
る

運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
、印
鑑

　

な
お
、
ご
利
用
に
は
あ
ら
か
じ
め
登

録
が
必
要
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
撒（
57
）３
１
０
０

　

都
市
整
備
課
撒（
57
）４
１
６
１

　
ひ
ま
わ
り
館
撒（
33
）６
８
７
８

予約センター

緯（５４）５５１５

【予約受付時間】

平日８時～１７時

【自治会の役割とは？】
　近年、私たちの身近な問題として新聞やニュースでよく目や耳にするものに、地震、豪雨な
どによる大きな災害や幼い子への虐待、高齢者を狙った特殊詐欺などの卑劣な事件などがあり
ます。これらの災害、事件、犯罪すべてに個人の力だけで立ち向かうことは難しいでしょう。
　そこで必要となるものが、地域での「助けあい」であり、それを担っているのが自治会です。
そのため、できるだけ多くの方に自治会に加入していただき、地域での「助けあいの輪」を広げ
ていくことが強く望まれます。

【今こそ地域の団結力を！】
　自治会活動は、会員の方々の日々の地域活動によって支えられています。環境美化などの身
のまわりの活動から災害といった、いざという時のためにもますます地域の団結力が求められ
ています。「顔が見える地域づくり」のために、ぜひ自治会に加入しましょう。

【自治会に加入するには？】
　・自治会に入りたい → お住まいの地域の自治会長へご連絡ください。
　・自治会長が分からない → 町総務課へお問い合わせください。

自治会に加入しましょう！

問総務課　撒（57）4114

自治会ではおもに次のような活動をしています。
１．災害に強いまちづくり ･･･自主防災組織の結成、防災訓練など
２．安心して暮らせるまちづくり ･･･子ども・高齢者の見守り、防犯灯の設置要望、
　　　　　　　　　　　　　　　　　防犯パトロール、交通事故防止活動など
３．快適なまちづくり ･･･地域内の道路・公園の清掃、ごみ集積所の維持管理など
４．ふれあいのまちづくり ･･･運動会や夏祭りなどの住民同士の親睦・交流を図るた
　　　　　　　　　　　　　　めのイベントの開催など
５．情報の提供 ･･･広報紙や町からの連絡文書の配布・回覧など
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問生活環境課　撒（57）4246
シリーズ 野木町のごみ処理 93

可燃ごみ及び資源物の分別排出調査結果
　
　令和元年６月に町環境委員が実施した可燃ごみ及び資源物の分別排出調査の結果を
まとめると次のような結果となりました。調査結果ではこのような数値となりました
が、なかには分別が徹底されていない集積所も見られます。一人ひとりがルールを守
り、ごみの正しい出し方、ごみの減量化を心がけるようお願いします。

■可燃ごみ（主な状況及び意見）
・雑紙・プラ容器の混入が見られる。
・汚れたプラがよく見られる。（洗ってプラ容器に出すよう指導）
・土（処理困難物）の混入が確認された。
・シュレッダーごみが可燃ごみに出されている。

可燃ごみ調査結果
（調査した集積所 87箇所、袋数 3,797袋）　　　　　 適正割合

生ゴミ等の厨芥類は混ざっていないか？ ９８.１％
リサイクル可能な紙類は混ざっていないか？ ８２.２％
プラ容器は混ざっていないか？ ９１.３％
不燃ごみ（燃えないごみ）は混ざっていないか？ ９８.５％

■資源物（主な状況及び意見）
・スプレー缶や飲料以外の空き缶の混入が見られた。
・雑紙の分別は少数。雑紙が資源物になることがまだまだ認識されてない。
・袋が半透明でなく白色で中身が見えないものがあった。
・ダンボールが縛られておらず、バラバラの状態で出されている。
・ビン・缶・ペットボトルのフタやラベルがついたままになっている。

資源物調査結果
（調査した集積所 ６３箇所）　　　　　 適正割合

ペットボトルのラベルやキャップは外してあるか？ ９４.９％
空きビンのフタは外してあるか？ ９５.８％
ビニール袋に入ったままコンテナに出された資源物はあるか？ ９７.９％
缶詰や粉ミルクなど不燃ごみが混ざっていないか？ ９７.１％
古布に破れや汚れのある衣類が混ざっていないか？ ９８.６％

※雑紙類も資源物として出してください。
１．雑紙を出す際には、ひもで十文字に縛る。細かい雑紙があっても、大きい雑紙で包み込んで 
　　からひもで縛ると、きれいに包むことが出来ます。
２．封筒や紙袋など、紙でできた袋に入れて、飛び散らないようにひもで縛って口を塞いで出し
　　てください。
３．シュレッダー紙については、半透明または透明の袋に入れても出すことができます。
４．雨の日は、雑紙を濡れないようにビニール袋で包んでください。
※スプレー缶、ガス缶は使い切り、穴をあけ、他の不燃ごみと別の袋に入れて出してください。
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あなたのそばに暴力（ＤＶ）はありませんか？

問生活環境課　撒（57）4132

【ＤＶに関する相談窓口】
◆とちぎ男女共同参画センター相談ルーム

◆野木町生活環境課　人権・協働推進係

～１１月１２日から２５日は「女性に対する暴力をなくす運動」実施期間です～

【ＤＶには以下の形態があります】
◎身体的暴力…殴る・蹴る・突き飛ばす・物を投げる・首を絞める など
◎精神的暴力…大声で怒鳴る・無視する・生活費を渡さない・自尊心を傷つける・相手の行動を制限する など
◎性的暴力…性行為を強要する・避妊に協力しない・中絶を強要する など

【子どもがＤＶを目撃することは児童虐待にあたります】
　ＤＶのある家庭においては、たとえ子どもに暴力が及んでいなくても、ＤＶを目撃したりＤＶの雰囲
気を感じとることによって、感情表現や問題解決の手段として暴力を学習してしまうなど、子どもに悪
影響を及ぼします。

【デートＤＶをご存知ですか？】
　交際相手との間で起こる暴力のことを「デートＤＶ」と言います。男女間の交際が始まる若年層（高校
生や大学生など）においての暴力（ＤＶ）の増加が問題視されています。

【ＤＶチェックシート】
□自分の思い通りにならないと怒る
□相手の希望を無視して、物事を決める
□相手が他の人と仲良くすると責める
□生活費を（少ししか）渡さない
□相手の行動や交友関係を何でも
　知りたがる
□携帯電話にたびたび連絡して
　行動をチェックする

※該当する項目があったら相手を支配し
　ようとしている表れです。自分や相手
　の態度や行動を見直しましょう。

※ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）とは、配偶者（内縁関係・元配偶者も含む）や恋人など親密な関
係にある人から振るわれる暴力のことです。

撒 028（665）8720
（平日 9:00～ 20:00、土日 9:00～ 16:00）
撒（57）4132（平日 8：30～ 17：15）

　どんなに親密な関係にあっても、暴力は決して許される行為では
ありません。
　あなたのそばに暴力はありませんか？相談してみることで、ひと
りでは気づかなかった解決方法が見つかるかもしれません。ひとり
で悩まず、ご相談ください。
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～虐待かなと思ったら「１８９(いちはやく)」へ相談を～

11月は児童虐待防止推進月間です
　虐待かなと思ったら、児童相談所全国共通ダイヤル『１８９（いちはやく）』へ、まず相談を。お住ま
いの地域の児童相談所につながります。子育ての相談など幅広く対応しているため、ひとりで悩まない
で、まずは相談してください。
連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

○児童虐待ってどのようなこと？
　「虐待」とは親の都合や感情によって子どもを思うどおりにしようとする行為であり、力によるコン
トロールです。保護者が「しつけ」だと思っていても、暴力や暴言を用いている場合には、子どもの心
身に痛みを与える有害な行為となります。

～虐待の４種類～

　【子ども】
・ちょっとしたことでひどく怯える。
・大人の顔色を過度にうかがう。
・表情が乏しい。
・感情のコントロールができず、急に爆発する。
・泣き声が聞こえる。
・病気ではないのに低身長・低体重である。　　
・不自然な外傷 (傷、あざなど )がある。
・給食をむさぼるように食べる。　　
・身体を触れられたり、着替えを嫌がる。　など

　【保護者】
・子どもの養育に関して拒否的・無関心。
・家庭内が不衛生。
・叱る声や怒鳴り声が聞こえる。
・近所や地域で孤立している様子がある。
・子どもの外傷や状況について説明できない、
　つじつまが合わない。　　など

〈身体的虐待〉

・殴る・蹴る・叩くなどの暴力
・家の外にしめだす
・やけどを負わせる
・乳児を強く揺さぶる　　　　　　など

〈心理的虐待〉

・無視する　・拒否的態度をとる
・夫婦間の暴力 (DV)を見せる
・ほかの兄弟と差別する　
・言葉による脅かし、暴言　　　など

〈ネグレクト〉(養育の放棄・怠慢 )

・食事を与えない・学校に行かせない
・不潔な環境で生活させる
・病気やけが、虫歯の治療をしない
・子どもを残し外出する　　　　　など

〈性的虐待〉

・性行為を強要する
・性器や性交を見せる
・ポルノビデオを見せる　
・ポルノ写真の被写体にする　 など

野木町こども教育課　撒（57）4138
県南児童相談所　撒 0282（24）6121
児童相談所全国共通ダイヤル　撒 189（いちはやく）
※通報者の情報を知られることはありません。

問こども教育課　撒（57）4138

※地域で気になったことがあったとき、
　子育てで困ったときには１人で抱え
　込まずに連絡・相談を！

周囲にこのような親子はいませんか？～虐待に気づくために～

　子どもへの虐待 (児童虐待 )は年々増加傾向にあります。虐待は子どもの心身を傷つけま
す。地域で虐待に気づくことで、子どもの笑顔を守りましょう。

あなたの一本のお電話で救われる子どもがいます。

虐待かな と思ったら
児童相談所全国共通ダイヤル

撒 １ ９８
いち くはや
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ず
、
練
習
を
す

る
た
び
に
何
事
も
意
見
が
合
わ

ず
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
練
習
を
重
ね
る
に
つ

れ
「
コ
ー
ラ
ス
大
賞
を
取
り
た

い
！
」
と
全
員
が
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
番

の
「
親
知
ら
ず
子
知
ら
ず
」
の

合
唱
で
は
最
優
秀
コ
ー
ラ
ス
大

賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
み
ん
な
の
思
い
が
形
と

な
り
、
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
私
た
ち
三
年
二
組
に
と
っ
て
、

こ
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
ク
ラ

ス
の
絆
を
深
め
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

「
最
高
の
思
い
出
」

　
二
年
三
組　
青あ
お

木き　
心こ

春は
る

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
「
心
の

瞳
」
を
歌
い
ま
し
た
。
歌
詞
の

意
味
や
歌
い
方
な
ど
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
で
考
え
な
が
ら
、
毎
日

た
く
さ
ん
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

私
は
ア
ル
ト
の
パ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
み
ん
な
の
中
心

と
な
り
頑
張
り
ま
し
た
。
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
本
番
の
日
は
緊
張

し
た
け
れ
ど
、
み
ん
な
で
最

後
ま
で
し
っ
か
り
歌
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
結
果
発
表
で
私

た
ち
の
ク
ラ
ス
の
曲
が
流
れ
た

時
は
と
て
も
嬉
し
く
、
今
で
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ス
全

員
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
優
秀
賞

を
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
私

に
と
っ
て
、
そ
し
て
み
ん
な
に

と
っ
て
、
最
高
の
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
な
行
事
で
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
と
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「
最
高
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
一
年
三
組　
馬ば

場ば　
星せ
い
奈な　

　

中
学
校
に
入
学
し
て
初
め

て
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
曲

は
、「COSM

OS

」を
選
び
ま
し

た
。
皆
で
き
れ
い
な
合
唱
が
で

き
る
か
、
優
秀
賞
を
と
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
不
安
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
音
を
と
る

時
は
、な
か
な
か
進
ま
ず
、焦
っ

た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
練
習
し
て
い
く
う
ち
に
、

ど
ん
ど
ん
上
達
し
て
い
る
こ
と

が
実
感
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

コ
ン
ク
ー
ル
当
日
、
私
た
ち
の

ク
ラ
ス
は
、
今
ま
で
で
一
番
良

い
合
唱
が
で
き
、
そ
し
て
優
秀

賞
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

毎
日
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
昼

休
み
も
放
課
後
も
工
夫
し
な
が

ら
練
習
し
た
か
ら
取
れ
た
優
秀

賞
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
優
秀

賞
を
と
る
こ
と
が
で
き
て
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

「
最
高
の
運
動
会
」

　
赤
組
団
団
長

　
三
年
一
組　
大お
お
塚つ
か　

ま
り
ん

　
中
学
校
最
後
の
運
動
会
で
私

は
赤
組
団
の
団
長
を
務
め
ま
し

た
。
運
動
会
へ
の
大
き
な
期
待

が
あ
る
反
面
、
団
長
と
し
て
団

全
体
を
ま
と
め
、
み
ん
な
を

引
っ
張
っ
て
い
く
立
場
で
あ
る

こ
と
の
責
任
の
重
さ
に
不
安
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

練
習
を
重
ね
て
い
く
に
つ
れ
て

そ
の
不
安
は
な
く
な
り
、
運
動

会
当
日
は
自
信
を
持
っ
て
団
長

と
し
て
運
動
会
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
番
で
は

練
習
の
時
以
上
に
団
の
皆
が
一

致
団
結
し
総
合
優
勝
と
い
う
大

き
な
目
標
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
赤
組
団
の
団
長
を

経
験
で
き
た
事
は
大
き
な
誇
り

で
す
。
ま
た
、
最
後
ま
で
つ
い

て
き
て
く
れ
た
赤
組
の
仲
間
に

は
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
最

高
の
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

「
総
団
長
と
し
て
」

　
応
援
団
総
団
長

　
三
年
二
組　
横よ
こ
島し
ま　
右う

玲れ

思し

　
校
庭
に
太
鼓
の
音
が
響
き
、

チ
ー
ム
野
木
中
の
応
援
合
戦
の

声
が
響
く
。
私
は
三
年
間
応
援

団
員
と
な
り
、
最
後
の
運
動
会

は
、
四
代
目
総
団
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
四
色

の
男
女
応
援
団
長
、
団
員
と
と

も
に
「
気
合
だ
!
笑
顔
だ
!
全

力
だ
!
四
色
の
熱
い
ハ
ー
ト
で
、

勝
利
の
色
を
つ
か
み
取
れ
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
令
和
初

の
運
動
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

短
期
間
で
の
練
習
で
、
総
団
長

と
し
て
不
安
も
感
じ
ま
し
た
が
、

団
員
の
皆
が
協
力
し
、
集
中
力

を
発
揮
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

声
も
大
き
く
な
り
、
演
舞
も
揃

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
競
技
で
は
生
徒
は
四
色
に
分

か
れ
て
戦
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

マ
ス
ゲ
ー
ム
で
は
競
い
合
っ
た

四
色
の
組
の
生
徒
が
一
緒
に

な
っ
て
演
技
し
、
野
木
中
生
全

体
が
一
体
と
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。

　
運
動
会
を
終
え
た
後
、
や
り

遂
げ
た
達
成
感
で
み
ん
な
は
笑

顔
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
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第
34
回
新
橋
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
連
絡
委
員 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
元　
由
美
子

　
令
和
元
年
９
月
７
日（
土
）15
時
30
分
、

あ
じ
さ
い
公
園
に
お
い
て
打
ち
上
げ
花

火
の
合
図
、
檜
山
新
橋
区
長
の
開
会
宣

言
の
も
と
「
第
34
回
新
橋
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
区
の
メ

イ
ン
行
事
で
、
新
橋
区
民
の
交
流
と
親

睦
深
め
る
趣
旨
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
真
瀬
町
長
、
黒
川
町
議
会
議
長
、
町

議
会
議
員
の
方
々
な
ど
の
来
賓
を
お
迎

え
し
、
例
年
よ
り
２
週
間
遅
い
開
催
と

な
り
人
出
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

育
成
会
主
催
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
多
く

の
子
供
た
ち
が
集
っ
た
の
を
見
て
安
心

し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
神
輿
、
大
人
神
輿
が
会
場
内

を
巡
行
し
た
後
、
新
橋
小
学
校
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、
松
原
区
の
お
囃
子

保
存
会
の
奏
で
る
演
奏
、
そ
れ
に
続
く

多
く
の
地
域
住
民
の
サ
ー
ク
ル
が
ス

テ
ー
ジ
上
で
こ
の
お
祭
り
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
や
団
体
の
趣
向
を
凝

ら
し
た
模
擬
店
で
は
、
食
べ
物
を
調
達

し
た
り
買
い
物
を
楽
し
む
親
子
連
れ
、

お
互
い
の
健
康
を
気
遣
う
シ
ル
バ
ー
エ

イ
ジ
の
方
々
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

私
も
普
段
は
あ
ま
り
お
話
し
す
る
機
会

の
な
い
方
々
と
野
菜
を
売
り
な
が
ら
交

流
す
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

　
高
齢
化
が
地
域
課
題
の
折
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
意
味
で
も
こ
の
お
祭
り
は
と
て

も
重
要
で
す
。

　
心
地
よ
い
演
奏
と
と
も
に
日
が
暮
れ

て
い
き
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
将
来

を
担
う
子
供
た
ち
が
手
に
手
に
花
火
を

持
っ
て
祭
り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
１
１
０
０
人
も
の
人
た
ち
で
盛
大
に

賑
わ
っ
た
お
祭
り
も
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
準
備
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
役
員

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広報連絡委員レポート呉４０２

団体名
◆活動内容

◆活動日

◆ひとこと

　みなさんも楽しく、元気に町民活動に取り組んでみませんか。　　　　　　　　　　　　　　　
　ご興味のある方は、ボランティア支援センターきらり館まで、お気軽にお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問ボランティア支援センターきらり館　撒（23）1231

野木町みんなのラジオ体操愛好会

　町内外、各地域でのラジオ体操会・教室の実施及
びラジオ体操が健康増進につながることの周知等

　毎月　第２火曜日：公民館
　　　　第４火曜日：ホープ館
　　　　第２水曜日：ホフマン館
　　　　第２土曜日：間々田「しらさぎ館」
　　　　第４土曜日：小山市交流センターで教室開催

　ラジオ体操愛好会では、ラジオ体操会・教室への参加者及び指導者になってみたい方を募集して
います。毎日を明るく元気よく過ごすために、私たちと一緒にラジオ体操に取り組みましょう！

◆連絡先
　野田　光典　撒 0280（55）2263

町 民 活 動 団 体 紹 介 

より良い地域づくりのため活動をしている団体を紹介します
７

◆活動場所
　ボランティア支援センター（きらり館）

◆会員数
　７５名

町民活動とは、営利を目的とせ
ず、社会的な課題の解決に向け
て町民が主体となって行う社会
貢献活動のことです。
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エニスホールイベント情報
プレイガイド【野木町】エニスホール(野木町文化会館) 8:30～17:00 火曜日休館 0280-57-2000

【古河市】スペースＵ古河 0280-22-5520／タケムラフォトスタジオ Story 0280-32-0557
【小山市】小山市立文化センター 0285-22-9552／進駸堂イトーヨーカドー店 0285-25-3871

野木町公民館 0280-57-4177／野木町健康センター ゆ～らんど 0280-57-0755

※チケット購入時の注意 ・営業時間、販売方法は各プレイガイドへお問合せください
・車椅子席、母子席チケットはエニスホールで販売いたします

１月２５日(土)
開場1６:00
開演1７:00

※当日券は
500円増

※3歳以下入場不可
4歳以上チケット必要

◆大ホール 全席指定◆ (税込)4,000円

 ZETT 　ピアノ独演会 2020H M 
～新年の調べの陣～

!!チケット好評発売中

!!

チケット

好評発売中

池
（
谷
中
湖
）
が
「
恋
人
の
聖
地
」
に
認

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
今
後
益
々
関

心
が
寄
せ
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
皆
様
の
ア
イ
デ
ア
が
生
か
さ
れ

て
、
煉
瓦
窯
周
辺
が
人
々
の
賑
わ
い
で
満

た
さ
れ
ま
す
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
町
に
と
り
ま
し
て
、
煉
瓦

窯
は
重
要
な
「
宝
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
そ
れ
よ
り
も
大
切
な
の
は
何
と
い
っ

て
も「
人
」で
あ
る
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

皆
様
ご
自
身
こ
そ
が
大
切
な
町
の

「
宝
」
で
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
今
日
の
、
今
、
こ
の
町
に
誕
生
し
た

ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
の
方
々

ま
で
、
す
べ
て
の
人
が
町
の
大
切
な
町
民

で
あ
る
と
同
時
に
、「
町
の
宝
」
で
も
あ

る
こ
と
を
つ
く
づ
く
思
う
こ
の
頃
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
く
り
か
え
し
と
な
り
ま

す
が
、
災
害
時
に
は
、
ま
ず
ご
自
分
の
命

は
ご
自
分
で
守
る
意
識
を
強
く
も
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
上
で
、
地
域
全
体
で
お
互

い
が
支
え
合
え
る
野
木
町
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
町
は
そ
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
、
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
回
の

避
難
訓
練
は
命
の
大
切
さ
を
考
え
る
い
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
し
て「
人

こ
そ
町
の
宝
」
の
原
点
を
再
認
識
し
ま
し

た
。

人
こ
そ
町
の
宝

　
去
る
10
月
６
日
の
全
町
避
難
訓
練
の
際

に
は
、
町
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
町
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
時
に

は
、
誰
も
が
ご
自
分
の
命
を
最
優
先
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
で
力
を

合
わ
せ
て
安
全
に
避
難
す
る
訓
練
も
大
切

で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
避
難

訓
練
は
大
い
に
意
義
が
あ
っ
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
11
月
の
声
を
聞
け
ば
、
や
は
り

文
化
祭
関
係
で
、
町
民
の
皆
様
が
多
方
面

で
文
化
活
動
を
発
表
し
て
く
だ
さ
り
、
町

は
文
化
の
薫
り
で
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

生
き
生
き
と
活
躍
さ
れ
て
い
る
お
姿
を
拝

見
す
る
こ
と
は
、
心
か
ら
嬉
し
く
、
エ
ー

ル
を
送
り
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
町
の
宝
で
も
あ
る
国
指
定
重
要

文
化
財「
野
木
町
煉
瓦
窯
」に
ち
な
ん
だ
、

10
月
の
「
れ
ん
が
ま
つ
り
」
も
、
た
く
さ

ん
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
野
木
町
に
と
り

ま
し
て
は
、
煉
瓦
窯
は
重
要
な
産
業
遺
産

で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
保
存
、

利
活
用
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
煉
瓦
窯
と
遊
水
地
の
ハ
ー
ト

No.103
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問総務課　撒（57）4112

非常持ち出し品・備蓄品野木町の防災 Vol.13
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と き：12 月１日（日）
場所：野木町煉瓦窯および野木ホフマン館

☆イルミネーション点灯式  17：30～　※雨天中止
点灯式ではパフォーマンスショーと、カップルやファミリーによる「ウッドキャン
ドルナイト」（町からのおしらせｐ.18参照）を開催します！　
※イルミネーション点灯期間は令和２年２月16日まで

☆煉瓦窯見学ツアー  13：00～17：00　（最終受付16：30）
受付：野木ホフマン館ロビー
費用：高校生以上　100 円、中学生以下無料

☆フォルクスワーゲンイベント  10：00～15：00　
ホフマン館にワーゲンバスやビートルが集合します！
場所：メタセコイア並木道

煉瓦窯冬フェスタワークショップ
いずれも事前申込は不要です。当日直接会場までお越しください。

☆バンブーキャンドル作りを
　楽しもう！ 

時間：15：00 ～ 17：00
　　  （最終受付 16：30）
費用：無料
定員：先着 50 名
対象：小学生
講師：竹とんぼの会
         オピニオン友の会

☆ミニミニ植木鉢を作ろう！

☆石窯料理ワークショップ 

時間：10：00 ～ 13：00

費用：100 円

講師：野木ホフマン館職員

煉瓦窯冬フェスタ

時間：① 10：00 ～ 11：30
　　　② 12：00 ～ 13：30
場所：石窯、体験学習施設
費用：500 円
定員：各回先着 20 名
講師：石窯サポーターひまわり

☆馬術観覧  12：45～13：15　（12：30野木ホフマン館に集合）　
乗馬クラブクレイン栃木所属、平永健太騎手による障害馬術・馬場馬術の観
覧ができます。アジア競技大会団体優勝選手の手綱捌きをお楽しみください。

☆葦の照明器具を作ろう

時間：10：00 ～ 13：00

費用：500 円

定員：15 名

講師：秋葉英二

出来上がった作品は冬フェスタで展示します

煉瓦窯の周りで火を灯した後、持ち帰れます

後日焼成してお渡しします

どなたでもご参加いただけます

問 野木ホフマン館　撒（33）6667
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国民健康保険事業功労者知事表彰を受賞しました
　町の国民健康保険運営協議会委員を務められている
中野正則委員が、国民健康保険事業功労者知事表彰を
受賞され、８月３０日に役場にて真瀬宏子町長から表彰
状が伝達されました。おめでとうございます。
　中野委員は、薬剤師代表として平成１５年より現在に
至るまで協議会の委員を務められています。永年にわ
たり、町の国民健康保険事業の安定的な運営に貢献さ
れ、その功績が特に顕著であるため、今回の栃木県知
事表彰となりました。

野木町工場協会ソフトボール大会結果
　９月３日～１２日に行われた野木町工場協会ソフトボー
ル大会で、日本ピストンリング㈱栃木工場Ａチームが優
勝いたしました。

ソフトボール大会
　優勝　　日本ピストンリング㈱栃木工場Ａ
　準優勝　トーセロ・ロジスティクス㈱
　３位　　杏林製薬㈱わたらせ創薬センター 問産業課　撒（57）4240

問住民課　撒（57）4137

教育委員に任命されました ( 新任 )

　９月の定例議会で爲
ため

我
が

井
い

志
し

麻
ま

氏の教育委員選任が同意され、
１０月１５日付で町長から任命されました。 問こども教育課　撒（57）4103

教育長に再任されました

　１０月１日付けで菊地良夫氏が教育長に再任されました。

問総務課　撒（57）4158

【略歴】
　宇都宮大卒。昭和５４年４月から大谷北小学校、間々田中学校、
小山城南中学校、大谷中学校で教鞭をとる。
　その後、美田中学校長、栃木西中学校長、下都賀教育事務所長
を歴任。６３歳。小山市在住

ご長寿おめでとうございます
　敬老の日のお祝いとして、町の最高齢の方と、今年度 100 歳を迎えられる方々を町長が訪問し、お
祝い状と記念品を贈りました。おめでとうございます。

菅谷　武男　様
（最高齢１０６歳）

鈴木　ヒデ　様
（１００歳）

須藤　たけ　様
（１００歳）

山中　すい　様
（１００歳）

問健康福祉課　撒（57）4197

～町の話題～トピックス
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～町の話題～トピックス

親子でクッキング
　８月２３日、「おやこ食育教室」が行われ、２１名の親子が参加しました。
　野木町のトマトなどを使った“タコライス” や “ 地場産かぼちゃスー
プ ”、カルシウムたっぷり“ミルクココアプリン”を親子で作りました。
　子どもたちは、みんなに見守られながら、包丁を使ってにんじんを
細かく切ったり、味見をして「おいしい♪」と笑顔で料理に取り組みま
した。食後は、食生活改善推進員手作り食育クイズに答えたりしなが
ら、楽しい時間を過ごしました。
　食生活改善推進員会は「私達の健康は私達の手で」をスローガン
に町民の皆様の健康づくりを応援する“ 食 ” のボランティアグループ
です。 問健康福祉課　撒（57）4171

ご寄付をいただきました
株式会社ニッケンフェンスアンドメタル様
　野木町に事業所を置く日鉄建材株式会社様の関連会社である株式
会社ニッケンフェンスアンドメタル様より、フェンス用資材約1,750ｍ
のご寄付をいただきました。
　９月５日、ご寄付に対し善行表彰を行い、村上保成社長に町長から
表彰状が手渡されました。
　ご寄付いただいた資材は学校やホフマン館の補修や公園整備に活
用させていただきます。 問都市整備課　撒（57）4157

「会場は大笑い」12 名の子どもたちがプチ落語家に！
　８月２４日、今年で７回目となる落語ワークショップ「ひまわ
り亭」発表会がエニスホールにて開催されました。
　当事業は、野木町観光大使でもあります、春風亭柳橋師匠
と、三笑亭可風師匠、二ツ目の三遊亭遊かりさんを講師に迎え、
日本の伝統芸能「落語」を気軽に楽しく体験できるワークショッ
プです。
　今回は小学生９名、中学生1名、高校生２名の計１２名が参
加してくれました。わずか５回の練習日程の中で大人顔負けの
落語を身に付け、発表会で成果を披露。会場は大笑いでした！
　今後も、多くの子どもたちに落語に触れていただけたらと
思います。 問エニスホール　撒（57）2000

中学生が奏でるメロディに感動と、元気をもらいました。

問エニスホール　撒（57）2000

　8月３１日、エニスホール中学生音楽祭が開催されました。野木中学校吹奏楽部と野木第二中学校吹奏楽部の元気
で心地よい素晴らしい演奏がホールに響き渡りました。
　また、各中学校へ指導していただいた、東京室内管弦楽団の皆様も演奏に参加し、生徒たちにとても良い刺激を
与えてくれました。
　フィナーレでは、野木中学校・野木第二中学校・東京室内管弦楽団での合同演奏もあり、迫力あるステージとなり、
多くのお客様に感動と元気を与えてくれました。
　今後も町内に文化を発信する拠点として「文化の薫り高いまちづくり( 文化のまち )」の推進に努めて参ります。
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投稿

　９月１０日、第３３回栃木県老人
クラブ大会が宇都宮文化会館に
おいて国会議員・県知事・県議会
議員をはじめ各市町村の老人ク
ラブ会長や関係者総勢５００名参
加のもと開催されました。　表
彰式で、令和元年度老人クラブ
広報誌コンクールに応募した潤
島福寿会会報が昨年の最優秀賞
に続き「優秀賞」に入賞、また他
の表彰部門でも新井明石福寿会
会長が「老人クラブ育成功労者」
として表彰され、正しく潤島福
寿会ダブル授賞となりました。
　これは大変名誉・誇りとする
もので、組織の更なる団結・飛
躍に功を奏するものと思われま
す。

潤島福寿会

野
木
町
観
光
大
使　
赤
羽
み
ち
え
先
生
連
載
第
�
号

問生活環境課　撒（57）4247

栃木からの森里川湖プラごみゼロ宣言

潤島福寿会ダブル授賞 広報誌コンクール 優秀賞授賞

老人クラブ育成功労者賞受賞

もり さと かわ うみ

　プラスチックごみ対策の一層の強化を図るため、８月２７日、
栃木県公館において、県及び県内全２５市町による「栃木からの
森里川湖 ( もりさとかわうみ ) プラごみゼロ宣言」を行いました。
　これをキックオフとして、オール栃木体制で、不必要な使い
捨てプラスチックの使用削減、再生材や生分解性プラスチック
の利用促進、プラスチックごみのリサイクルと適正処理の徹底
を図っていきます。
　町民の皆様には、商品を購入する際、無料でついてくるレジ
袋やスプーンなどが本当に必要かどうかをよく考えていただき、
必要がない場合には断るなど、不必要なものは増やさない、そ
して、モノを処分するときには、きちんと分別し、ポイ捨ては
ゼッタイしないということをお願いします。



町の人口 令和元年１０月１日現在　※直近の国勢調査結果を基に、住民基本台帳の増減数により算出しています

◇人口　男 １２，４５６人　女 １２，５８２人　計 ２５，０３８人　　◇世帯数 １０，０８３

問総務課　撒 (57)4134

いつもニコニコ走り回る元気っ子！
健やかにのびのび成長して欲しいな。
これからも明るい笑顔のりひとでいてね♪
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野木町公式ツイッター

野木町公式フェイスブック

野木町公式ホームページ

町の情報や話題を発信中です！

　　広報のぎにお子さんの
　　写真を載せてみませんか。
〈対象〉
　未就学児の町内在住のお子さん　　　

〈応募方法〉
　直接総務課秘書広報係へ、または町ホー
ムページの応募フォームよりお申し込みく
ださい！

　たくさんのご応募お待ちしております♪

　問総務課
　撒（57）4134　死 soumu@town.nogi.lg.jp

第42回 産業祭

日　時　11 月９日（土）
　　　　９時～ 14 時
会　場　エニスホール
催し物　・おたのしみ抽選会
　　　　・農産物共進会・即売会
　　　　・工場製品等展示即売会
　　　　・郷土手作り食品即売会　他

問産業祭実行委員会事務局（産業課内）
撒（57）4240

※詳しくは、別配布のチラシをご覧ください。

　町の産業を一堂に集め、町民の方々への紹介
を通して農業・商業・工業の調和のとれた発展
に寄与するため開催します。
　お誘い合わせのうえご来場ください。

広報のぎ


